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南面大垣東端地区の調査 第 155次

は じ ぞめ に

平城宮跡発掘調査部では、平城宮周辺の条坊遺構の解明や南面大垣復原整備な

どに伴い、宮南辺部において、大垣や条坊遺構を確かめるための調査 (第 32次・

第 130次 。第 143次 )と 、南面大垣に開 く門の調査 (朱 雀門 !第 16次 、 壬生門 :

第 122次 、若犬養門 :第 133次 )を行 ってきた。今回 も南面大垣東端部の復原整

備に先立つ調査である。調査は、南面大垣・ 南面大垣北側の溝・ 二条大路北側溝

の三者を一体として把握することを主要な目的として、東西90m、 南北30mの 東

西に細長い発掘区を設定 し、さらに発掘区西端では、二条大路路面と二条大路南

側溝及び左京三条一坊の北面築地を調査するため、幅10mで発掘 区を南へ32m拡 張

した。また発掘区東端では第32次 と第32次 補足調査 との間に挟まれた大垣が市道

と重なり未調査であったため、幅 6mで発掘区を東へ33m拡 張 した。 この発掘区

東端拡張区は、第32次及び第32次補足調査の発掘区と一部重複 している。発掘区西

端と東端は、宮の南面東門である壬生門の心か ら約 117mと 240mの 位置にある。

調査面積は約3100rで 、調査は昭和59年 3月 29日 に開始 し、 7月 5日 に終了 した。

遺  構

検出した主な遺構には、南面大垣・ 南面大垣北側の溝 。二条大路 とその南北両

側溝 。南北溝 5条・左京三条一坊の北面築地などがある。

南面大垣 S A 1200 南面大垣 S A 1200は 、大垣本体の版築築上部分、犬走 りの版

築築上部分、犬走 り部にある鋸歯状の掘込地業 S X 9494・ S X 9495、 東西方向の

柱穴列 S S 9496・ S S 9497・ S S 9489。 S S l1645。 S S l1647と 東西細溝 SD

9488に より構成される。

大垣本体の版築築土は、発掘区西端か ら東へ89mに わたって検出できたが、そ

れ以東は後世の削平によって消失 している。発掘区西端か ら東65mの 部分で、大

垣築土は現在の水路によって一度断ち切 られ、水路以西では築上が厚 さ0.3m残

るが、水路以東では厚 さ0.lmし か残 らず、後世の削平によって東へ しだいに薄

- 3-



くなり、やがて消失する。大垣は本体の版築築土の幅が2.7mで 、礫混 り黄褐色

砂質土又は黄灰色砂質土 と、茶色又は紫色をおびる粘質上を互層 につき固めてい

る。版築の一層分の厚さは 2～ 3 cmか ら 6 cm、 残存版築 0.3mの厚さで、 12層前後

に区分できる。一層分の版築は築地幅の端か ら端まで通るものではな く、 lmか

ら2m幅でブロック状の築成状態を示す。

犬走りの版築築土は、大垣北側のみ残存 し、南側は後世の削平により消失 して

いる。大垣北側の犬走 り版築築土は、発掘区西端か ら48m以 東65mま では厚さ0.

1～ 0.2mが 残存するが、他の部分は 2～ 3 cmの 厚 さしか残 らず、完全に削平 さ

れ消失 した部分 も多い。 0.2mほ ど残存する部分では、 3層 に区分で き、一層分

の厚さは築地本体の版築よりやや厚めに築成 されている。

犬走 り部にある鋸歯状の掘込地業 S X 9494・ S X 9495は 、最大幅 1.lm、 最小

幅0.3mで 、後述の柱穴列 S S 9496・ S S 9497を 避 けるように平面白勺に凹凸を設

けて掘込地業を行っている。

東西方向の柱穴列 S S 9496 e s s 9497・ S S 9489・ S S l1645。 SS■ 647は

三種に分類できる。 S S 9496・ S S 9497は、大垣本体の築上の端か ら北 。南側そ

れぞれ 0。 lmの位置にあ る。 東西の柱間の間隔 は、 ■8m3間 分、 ■9～ 2.2m

4間 分、 2.4～ 2.8m7間 分、 3m4間 分、 3.3ml間 分であ って、 柱間間隔が

不揃いで ある。犬走 り築土が残存す る大垣北側部分では、 S S 9496の 柱痕跡

(径 o2m)、柱抜取穴 (径 05m)は犬走 り築土上面で、柱掘形は犬走 り築上下面で

検出できる。柱掘形の深さは、犬走 り築上下面か ら約0,7mで ある。 S S 9496・

S S 9497は 柱間間隔が不揃いな点 と、築地本体に接する位置関係か らみて、寄柱

穴ではなく、大垣築成時の堰板留めの添柱穴であろう。 S S 9489は 、添柱穴 SS

9496の 北 1.3mの位置にある東西方向の柱穴列である。柱穴は径 0.3m前 後の円形

をな し、東西の柱間の間隔は、 1.lml間 分、 ■4m2間 分、 ■9ml間 分、 2.

1～ 2.4m4間 分、 2.6m2間 分、 3.0～ 3.lm4間 分であ って、 これ また柱 間

間隔が不揃いである。 S S 9489は 後述の東西細溝 S D 9488の 埋上の下面で検出し

た。この S S 9489は 、大垣本体との距離からみて、大垣築成時の足場穴であろう。
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S S l1645。 S S l1647は 、大垣本体の築上の端か ら北・ 南側それぞれ 0.lmの

位置にあって、先述の添柱穴 S S 9496・ S S 9497と ほぼ同 じ柱筋にある。多 くは

鋸歯状の掘込地業 S X 9494・ S X 9495と 切 り合 っており、掘込地業より新 しい。

柱間間隔は不揃 いで、柱の深 さは S S 9496。 S S 9497よ り0.5～ 0.6m浅 い。東

西溝 S D 9488は 、幅0.3m、 深 さ0.lmの 細 い溝である。大垣本体の北端か ら1.

5～ 1.6mの位置にある。埋土中に遺物を全 く含まず、比較的短期間で埋め られ

た可能性が強い。壬生門の調査では、南面大垣の素掘 りの雨落溝 と把握 している

が、後述のように S D4100Aが 宮内道路南側溝であった時期での雨落溝 と考える。

以上のごとく、 S S 9496・ S S 9497を 大垣築成時の添柱穴、 S S 9489を大垣築

成時の足場穴、 S D 9488を 大垣築成当初の雨落溝と考えるが、鋸歯状の掘込地業

S X 9494・ S X 9495と 柱穴列 S S l1645。 S S l1647に ついてはその性格を明 ら

かにしえない。 しか し、鋸歯状の掘込地業 S X 9494e s x 9495は 添柱穴 S S 9496・

S S 9497を 避けるように掘り込まれていることからみて、両者は一連のものであっ

た可能性が高い。壬生門 と南面大垣の調査で も、同様の柱穴列 と掘込地業を検出

している。次に S S l1645。 S S l1647で あるが、大垣の築地本体 と接す る位置

関係からして、足場穴とは考え難い。一つの考え方 として、鋸歯状の掘込地業よ

り新 しいことや、 S S 9496・ S S 9497よ り新 しい柱穴 も存在すること、そ して南

面大垣の他の地区でも同種の柱穴が存在することか ら、大垣を改修 した時の添柱

穴と考える可能性 もあろう。けれども、大垣の築地本体の残存部分か らは改修 し

た痕跡は認められないし、 これまでの南面大垣の発掘におけるの軒瓦の出土 も圧

倒的に藤原宮式軒瓦が占めているのであり、従 って、どの程度の改修又は補修が

行われたかは今後の検討課題であろう。

東西溝 S D 4100と 5条 の南北溝 東西溝 S D 4100は 南面大垣の北側に位置 し、堆

積土とそれに含まれる遺物の差及び溝底の位置の差か らA～ C期 に区分できる。

A期の溝 (S D 4100 A)は 幅■4m、 深 さ0.6mで 、築地本体の北端か ら北へ 4

mの位置に溝心がある。下か ら順に暗灰色粘質上、灰色粘質土、黄灰色粘質上が

堆積 し、瓦の出土量は少ない。溝の西半で平城宮 Ⅱの上器 と、溝の東半で郷里制
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施行期 (715～ 740年 頃)下の木簡が出上 した。 B期 の溝 (S D 4100 B)は 幅が

1.4～ 1.8m、 深 さ0.5mで、溝心 は A期 の溝心 よ り南へ lmず れ、 築地本体 の

北端から北 3mの位置にある。暗灰褐色砂質土又は暗灰色粗砂が堆積 し、瓦の出

上が多い。溝の西半で、奈良時代中頃以降の透孔をえぐり取る蹄脚硯が出土 した。

C期の溝 (S D 4100 C)は 幅が 1～ 2mで、東方へ向かうにつれて溝幅が広 くな

る。深さは0。 3～ 0.4mo C期 の溝心 は、発掘区西端では築地本体の北端か ら北

へ 3.3mの 位置にあるが、 中央部か ら東端では 2.2～ 2.3mと 、東へ行 くにつれ

て南に振れる。 C期の溝の南肩 も、築地本体の北端か ら、発掘区西端で 3m、 発

掘区中央で 1.8m、 発掘区東端で 1.lmの 位置にあって、東へ行 くにつれ南に振

れ、また溝幅も拡がる。 C期 の溝には、下か ら順に灰色粘質土、黄褐色礫上が堆

積 し、奈良時代後半の土器が出土 した。

以上のように東西溝 S D 4100は 、 A～ C期 で溝心が異なる。第32次 補足調査で

S D 4100を 南面大垣の北雨落溝 とし、第122次 調査で S D 9481 Aを 宮内東西道路

南側溝としている。 S D 4100と S D 9481と は接続する同一の東西溝であることは

ほぼ間違いなく、時期的な変遷によって性格が異なるのであろう。即ち、 A期 に

おいて S D4100Aは 宮内東西道路 S F 1761の 南側溝であり、大垣の雨落溝は SD

9488で あった可能性が強 く、 BoCの 時期においては溝心が南へずれて、 S D41

00B・ Cが南面大垣の雨落溝又は大垣か ら落ちる雨水の排水溝の役割を果たす溝

となった可能性が強い。

5条 の南北溝 は、発掘区西端 にある S D l1620・ S D H625・ S D l1630と 、

発掘区東半にある S D l1640。 S D 3410で ある。

西端の S D l1620は 堆積土 と溝の位置の差か らA～ D期 に区分できる。 A期 は

発掘区西端か ら東6.2～ 6.4mに 溝の東肩があって灰色粘質土が堆積す る。 SD

4100と の合流点で散位寮召状 (2号、 P9参 照)な どの木簡が出土 した。 BoC期

は、発掘区西端か ら5.6～ 5.8mに 溝の東肩があって、灰褐色粘質上が堆積 し、瓦

の出上が多い。D期は溝幅が狭 くなり、築地を貫通 して流れる。 S D l1620 A・ B

・ Cは それぞれ S D 4100 A・ BoCに 対応 し、D期は築地崩壊後の時期にあたる。
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S D l1625は 発掘区西端か ら 9mの 位置にある幅0.6mの 細溝で、 S D 4100 B

又はCの 溝に合流する。 S D l1630は 発掘区西端か ら15m(壬 生門心か ら東 131.

6m)の 位置にある幅0,8～ 2mの溝で、二条大路北側溝 S D 1250に 合流 し、合

流地点で溝幅は広がる。 この S D l1630は 、南面大垣 と交わる部分では埋上の上

に 5層の築地築上がのっており、南面大垣本体の築成以前の溝である。築地犬

走 り部分 の鋸歯状 の掘込地業 S X 9494は 、 S D l1630ま で延びず、切 り合

っていないことか ら、 S D l1630を 埋め立てた時期 と、 S X 9494の 地業時期 と

がほぼ同時期である可能性を示 している。なお S D l1630か らは遺物の出土はな

く、工事用の水抜き溝などに利用されたもので、短期間に埋め られたものであろ

う。

S D l1640は 発掘区西端か ら70.8m(溝 心は壬生門心か ら東 187.47m)の 位置

にある幅3.5mの 南北溝である。南北 12m分 を検出 し、北端は第32次 補足調査区

と重複 し、南端は二条大路北側溝 S D 1250に 合流する。 S D l1640の 上層 は、下

か ら順 に厚 さ 0。 4～ 0.5mの 堆積土、厚 さ0.3～ 0.8mの 溝 の埋上 で あ り、南面

大垣が交叉する部分では、 この溝の埋上の上に厚 さ 0.lmの 大垣築土 がの る。

溝の位置の上部には、土媛 S K l1650が あり、築土 を切 って掘 られてい る。土

城の最下層には焼土層があって、焼土層から漆付 きの須恵器甕、土師器甕をとり

べとして用いたもの、底部に円孔ある土師器大盤、内面に釉が付着する土師器大

盤 (釉 を溶かした容器 ?)な ど、工房関係の遺物を含む特殊な土器が出上 した。

S D l1640の 南半 7mの 部分では、溝の東 西両岸 に護岸 のための杭を打つ。東

西幅 1.1～ 1.6mの 間隔をおいて小型丸杭が 2～ 3列 並び、溝の南端か ら北 4～

6.5m(築 地心か ら南へ 3～ 5.5m)の 位置に径0.lmの 角杭が 7本 並ぶ。 この

角杭で囲まれた部分は溝底が一段低 くなっていたが、その部分に木簡が堆積 して

多数出土 した。 このたまり部分出上の木簡には、「神亀二年諸司工長考文」付札

(7号 )、 神亀 5(728)年 の「 出羽国郡司考□」の軸 (6号 )な どがある。 S Dll

640の 北半 5m部 分 (築 地下部分)で は、杭は残存せず、溝の堆積土か らは「肥

後国第二益城軍団養老七年兵士歴 名帳」 の軸 (5号 )、 「多袖嶋嶺奈窪J付札 (8
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号)な どの木簡が出土 した。 ところで、 この S D l1640か らは、北半 。南半を問

わず、霊亀 3(717)年以降神亀 5年 までの年紀のある式部省関係の木簡が出土 し

たことが特徴であり、出土土器 も上記の年紀と矛盾するものでな く、溝がはやい

時期に埋めたてられたことを示 している。

S D 3410は 発掘区東端に位置 し、溝心が壬生門心より東約234mに ある宮の基

幹排水路のひとつである。溝幅は 9mで、深さは 1～ 1.3m。 溝の堆積土 は 2層

に大別できる。下層は下から加工材を含む灰色砂、暗灰色砂質上、瓦を多量に含

む暗灰色粘質土で、上層は礫混 り灰色砂質土 と黒色砂質土である。下層の堆積土

は溝の両肩では厚 さ0.7m残 存す るが、溝の中央部では0.2mと 薄 い。上層 には

方立柄穴のある礎石を含む大型の石が散乱する。 これ らは、 いずれ も溝堆積上の

上に遊離 した状態にあって、石組の暗渠や溝の護岸の石が崩壊 したことを示す材

料とはなりえない。出土土器は、溝の上 。下層とも 8世紀後半代から 9世紀前半

代の上器である。 9世紀前半代に大幅な撹乱があり、溝中の多数の石は、その頃

を中心として投げ込まれたものであろう。 S D 3410の 下層の堆積上の下か ら、掘

形をもつ径 25 cmの 柱根 1と 、 ここか ら西へ4.2m離れて柱掘形 1を 検出 した。 こ

の柱位置は南面大垣築地本体北面の東延長線上にあたるが、その性格は不明である。

しかし奈良時代に S D 3410が大垣 と交叉する部分で暗渠になっていたのか、或い

は開渠であったのかという問題は、築上 が削平 されてい ることや、S D 3410が

大幅に撹乱されているため不明であって、 9世紀前半代において S D 3410上 に築

地は存在 しなかったことを指摘できるにすぎない。

二条大路 S F 9440 大垣心か ら南12mで二条大路北側溝 S D 1250、 南49.5mで 南

側溝 S D 4006を 検出した。北側溝 S D 1250は 、幅 4m、 深 さ0.9mの 素掘 りの東

西溝である。発掘区の東半部では、護岸の杭が0.5m間 隔に打ち込 まれてお り、

一部にシガラミがある。 S D 1250と 南北溝 S D l1640と の合流点か ら式部省関係

木簡、またS D 1250西 半部で庸米の荷札が多 く出土 した。南側溝 S D 4006は 幅 2

m、 深さ0.4mの 素掘 りの東西溝である。

井戸 S E l1655は 発掘区西端の二条大路北側溝に接する位置にある。井戸は内
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側に直径50cmの 曲物を置き、外側を平瓦でまるく囲む。埋土中より平城宮 Vの上

器が出土 した。

左京三条一坊の北を限る築地 S A 4005が、二条大路南側溝 S D 4006の す ぐ南に

ある。築土 は削平 されてい るが、築地基底部上に桁行柱間20尺 の築地寄柱を 3

カ所検出した。残存する寄柱の掘形は深さ 5 cmに すぎないが、第32次 調査で も S

A4005と それに伴う20尺 等間の寄柱を検出していること、築地の北雨落溝でもあ

るS D 4006か ら瓦が多数出土 していることか らみて、築地とその寄柱と考えてよ

いであろう。

遺  物

出土木簡 1500点 (削屑1247点 )出土 した。以上、主要な木簡の釈文をかかげる。

S D 4100と S D l1620の 合流点出土

1 ・ 下等 兵部省使部従八位下|   1霧套
十
上 日百□

・ □    不□執□   (表 裏は天地逆に墨書 )

2 ・散位寮召 督謹田□  |
。為口□□  □

S D l1640出 土

3  □ 銭 五百 文 神亀二年九月八日

〔百文力〕

4 ・ 五□□  神亀四年料 輸神亀□
〔子〕

・ 位□ □茨 田宿爾多比□

5 :|:稜
目憂三黛鞍冨屋璽竃痺蟹曇蓬暦絶

帳
  (軸木口墨書)

6  ・ 出羽国君卜司考□
  (車由木口墨書) 8  :三

警

嶋 票奈蓮

・ 神亀五年

7 ・ 神亀二年諸司 考長      9 格勤匪
JhT善 楊□

・ 末了

S D 1250出 土

10  美作国勝田郡川辺郷庸米六斗
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ま と め

今回の調査成果の一つは、南面大垣築成の時期と溝の流路の問題について検討

する資料を得たことである。 この問題は、南面大垣の築成時期を考える上で重要

な点を含んでいるので、以下詳 しく触れてみよう。まず、南面大垣北狽1の 東西溝

S D 4100は 西か ら東へ流れる。次に南面大垣を南北に貫通す る南北溝 S D l1640

は北か ら南へ流れる。 この東西溝 S D 4100と 南北溝 S D l1640の 合流点 は第 32次

補足調査区に位置 しているが、第32次 補足調査では南北溝 S D l1640を 検出 して

いないから、両溝の関係は土層の上で明確にできない。そこで ここでは S D l164

0の 堆積土 と埋上の状態 。築地との関係から考えてみよう。前述のように S Dll

640の 堆積土か らは霊亀 3年以降神亀 5年 までの年紀ある式部省関係の木簡が出

上 しており、また出土土器 も上記の年紀と矛盾するものではな く、溝がはやい時

期に埋めたてられたことを示 している。 この成果を受けて、第32次補足調査の出

土木簡を再検討したところ、 S D 4100出 土木簡の大部分は年紀の新 しいもので、

S D 4100と S D l1640の 合流点、即ち小地区でいうと C J67区 にのみ、神亀 5

(728)年 の続労銭関係の木簡10点 が出上 していることが判明 した。そして S Dll

640を 境 として、 それ以東の S D 4100出 土木簡は、天平 12(740)年 を最 古の年紀

とし、以下、天平勝宝 。天平宝字・ 天平神護・ 神護景雲・ 宝亀年間の年紀をもつ

木簡であり、奈良時代中頃か ら後半代の ものに限られるのである。出土木簡の検

討を受けて、 S D l1640以東の S D 4100出 上の上器を一部検討 したが、 その範囲

では平城宮Ⅱに遡る土器はな く、平城宮Ⅲの上器が混在 し、平城宮Ⅳ～ Vの上器

が主体を占めていた。出土土器はなお詳細な検討を要するが、遺物か らみると、

S D l1640を境として、それ以東の S D 4100の 溝中には奈良時代前半の遺物をほ

とんど含まないことは言えそうである。従って、 S D 4100と S D l1640の 関係は、

次の場合が考えられる。① S D 4100は 、神亀年間までは C J67区で南に折れて S

D l1640と なって S D 1250に 注 いでいたのが、神亀末年頃に S D l1640を 埋めた

て、 S D4100を 新たに東へ延長して東流させ、 S D 3410に 注ぐこととなった場合。

② S D4100は 、奈良時代の当初か ら東流 しS D 3410と 合流 していたが、 S D l164

-10-



0以 東におけるS D 4100の 溝幅の拡大によって、奈良時代前半の遺物が存在 しな

い場合である。①の場合については、 S D 4100は A～ C期 に区分でき、 A期 の堆積

土からは郷里制施行期の木簡と奈良時代前半の上器が出土 しているか ら、 S D 4100

Aが S D l1640に 合流 し、 S D4100B o Cが S D 3410に 合流すると考えた方がよい

ように思われる。②の場合は、 S D4100出土土器の全体的な再検討が必要である。

以上① o②のうち、現時点では①の場合の可能性が高いと考えるが、それは S

D l1640と 南面大垣 S A 1200と の関係 に深 くかかわ って くる。 S D l1640と SA

1200と の交点では、前述のように、 S D l1640を 埋めたてた土の上 に、築上が 0.

lmの厚さで覆っているが、この溝の堆積土中に暗渠又は暗渠の抜き取 り痕跡を認

めることができないから、溝を埋めた後、大垣築地が築かれたと考えざるをえな

い。ただ、厚さ0。 lm残存する築土は溝の埋上の全面を覆 うものでな くS D l1640

の東肩に部分的に残存 しているのみであり、さらに上層の上躾 S K l1650に よっ

て断ち切 られている訳であるか ら、 S D l1640の 上に高さ数mの 大垣築上が存在

したとは断定 し難いのである。従って、次のいくつかの場合が考え られよう。 S

D l1640の 上に高さ数mの 大垣築上が存在 したと考えると、 S D l1640か らは霊

亀 3年以降神亀 5年 までの木簡が出土 しているか ら、 この部分の大垣築土は神亀

5年以降の築成という結論を得 るのである。 この大垣築成は神亀 5年以降という

結論を、①南面大垣一般に普遍化する場合、②朱雀門以東で普遍化する場合、③

壬生門以東で普遍化する場合、④ S D l1640以 東の場所に限定する場合の 4者が考

えられる。一方、 S D l1640の 上に高さ数 mの 大垣築上が存在 しない、即ち何 らか

の事情で、 S D l1640の 場所の南面大垣が切れていた場合 (⑤ )も 考え られる。

①や②の場合、朱雀門やその近辺の南面大垣の造営が宮造営のなかでさほど遅

れるとは考え難 く、また霊亀元 (715)年 正月紀の朱雀門の記述等か らみて、南面

大垣全体の施行時期を神亀年間に降 らせることは困難であろう。③の場合、壬生

門の造営時期を限定できる資料は存 しないか ら、可能性 として残る。即ち、神亀

末年頃に S D l1640を埋めたて、 S D4100Aか らBへ の流路の変更を行 ったのは、

壬生門以東の南面大垣 S A 1200築 成に伴 うものと考える場合である。 ところで、
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第122次 調査では、壬生門造営時には、門予定部分を小門で開き、ついで既に築

成されていた南面大垣の端部を、門基壇内部に一部取込んで掘込地業が行われて

いるとされる。大垣は壬生門の東西部分は、門造営以前に築成されていたのであ

る。また、第122次 調査の時期区分では、壬生門造営を聖武天皇即位にかかわる

養老 5(721)年頃からとする。従って、壬生門近辺より以東では、開造営を含め

て本格噛に整備されたのは、養老年間以降となる。大垣造営は、朱雀門以東は西

から次第に築成されたであろうか ら、壬生門以東は、門の直東は既に築成 されて

いたとして も、 S D l1640ま でいたらず、その地点か ら大垣東端にかけては、大

垣はまだできていなかった可能性は残るのである。その場合、その部分の南面区

画として、第32次 補足調査で東端部を検出 した、大垣心より北 12.9mに ある東西

塀 S A4150な どが考え られよう。④ と③は、発掘所見を確実なもののみに限定す

る考えである。③の場合、南面大垣の一部が切れていることが実際問題 としてあ

り得るかという疑念が残る。 しかし、 S D l1640の 埋上の上には築地崩壊上があっ

て、その底面には土壊 S K l1650が ある。 S K l1650の 最下層 には、工房関係の

遺物が散乱 している。この状況は、工房関係の遺物が残された時点では、 S Dll

640の 上を覆 う築地は存在 しないことを示 している。 S D l1640の 真上 に S Kll

650が あるのは、築土が S D l1640を 境に して一度途切れ る可能性があることを

示 している。 S D l1640の 東肩の上に築土がのるのは確実であるか ら、神亀 5年

段階では大垣は S D l1640ま で築造されており、それより以東の築造は神亀末年

以降に降るとも考えられる。

以上の検討によって、南面大垣東端地区の南面大垣の築成時期が神亀末年に降

ることは明らかであるが、その範囲が壬生門付近より以東なのか (③ )、 それとも

S D l1640付近に限 られるのか (④・ ⑤ )、 という問題が残 った。 とりわけ、③の

場合は、宮の正面とも言 うべき壬生門以東の大垣が、遷都後20年 間建造 されない

ことになり、養老 5年以降の聖武即位をめざす造営との関連や聖武即位時の南面

大垣の状態などとの関連で問題 となるものである。今後の調査の進展によって明

らかにしたい。
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推定第一次朝堂院地区東南隅の調査  第 157次

本調査は、推定第一次朝堂院地区の一連の調査の最南端にあたり、朱雀門の東

方、南面大垣想定位置に北接 した部分で、 この地区東南隅の遺構、特に東限の築

地と南面大垣との関係、さらに第二次朝堂院地区との中間にある基幹排水路 SD

3715の宮内最南部の様相などの解明を主な目的として行った。発掘面積は2750ポ 、

調査期間は昭和59年 7月 9日 か ら11月 1日 までである。

遺  構

発掘区は現水路を境に東西に分けて設定 した。以下 これを東区 (6ABL区 )、

西区 (6ABY区 )と 呼ぶ。奈良時代の遺構は、主 として床上下の黄褐色砂質土

上面で検出し、遺構面には部分的に古墳時代の遺物包含層、 自然流路の埋土など

が現われる。遺構面は発掘区の東西にわたってほぼ水平であるが、西区の東南部

分は削平を受けてやや低い。遺構の密度が低いため、群的な時期区分を省き、主

要な遺構を西から順に記述 し、まとめの部分でその前後関係並びに年代に触れる。

S A 1765 朱雀門及びその北方の調査 (第 16・ 17次 )で、西端 4間分を検出し

た掘立柱東西塀であるが、引き続き当発掘区を横断する形で35間 分を検出 し、さ

らに東へ延びることを確認 した。柱 間 は 2.66m(9尺 )、 南面大垣に平行 し、その

心から北約16mの位置にある。各柱間中央の南北には、柱筋か ら各2.4mをへだて

て足場穴 SS■ 730がある。 この塀の柱穴は長大であるが、柱痕跡を留めない。

廃絶に際 して、当初の掘形より大きく性を掘 り取 り、遺物を全 く含まない粘質土

で一気に埋め立てたと理解される。後述の S D 3765。 S D 3715・ S A H700の い

ずれよりも古い。西区東半で後代の建物 S B l1725と 重複す る。

S E l1720 宮造営時の ものと思われる井戸。素掘 りで、埋上下層には全 く遺

物を含まず、上層につるをよりあわせた縄や魚・ 瓦片・ 土器片などが廃棄 されて

いる。軒平瓦6646D、 軒丸瓦6274 A bの 出上をみた。

S D 3765 A・ B 西区の東端近 くにある南北溝。第一次朝堂院地区内の排水路

に比定されている。幅は 1～ 1.2m、 深さ0.4m。 埋土 は 2層 に分かれ、下層 S D37
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65Aに はほとんど遺物を含まないが、上層 S D 3765 Bに は完形の軒平瓦 6641E、

奈良時代前半に属する須恵器壺の残欠をはじめ相当量の遺物を含む。南半は削平

を受けていて明瞭ではないが、下層は S A 1765以 南にも延びており、かつ S A17

65よ り新 しいことが確認された。 S A 1765廃 絶後に開削されたと推定 される。北

方の第150次 調査ではこの溝に沿って東側に築地塀が検出されているが、その想

定延長位置は現水路直下に当り、存否を確認 し得なかった。なお、 S D 3765 Bに

ついては中途で東に S D l1715に より水路を抜いた可能性がある。

S D3715A・ B 東区の南北約25mの 長さにわたって、南は南面大垣想定心か

ら約 2mの位置まで検出された。深さは1.4mあ り、埋土は大きく 3層 に分かれる

が、遺物からは中・下層に大きな時期差は認められない。下層 S D 3715 Aは 2～ 3

mの幅を保ち、中層 S D 3715 Bは 西側に大きく幅を拡げ、西岸の 2カ 所に墨書土

器などを含む土器溜を形成 し、特 に南半 には瓦片を多 く含む。軒瓦のうち、個

体数の最も多いものは平城宮 Ⅱに編年される軒丸瓦6225A・ C、 軒平瓦6663Cで

あるが、それより新旧の時期のものも含まれる。中・ 下層か らは曲物の底や下駄

などの木器や木簡も出土 した。溝の前端の壁面では、加工 された板石を含む石片

を数点発見した。南面大垣下の暗渠の石組の残欠と推定される。北半、東岸寄 りに

は、Aの時期と推定される橋脚の残欠 S X l1703が ある。 3本 の柱根 と 1個 の柱掘

形とからなり、柱間は東西2.Om、 南北 1.6m、 柱根残存径は約25cmである。西岸には

瓦片・ 黒色土器・ 木杭などを含む斜行溝 S D l1714、 方位の振れる後代の建物 S Bll

710、 S D l1715に つながる可能性のある S D l1708な どがある。なお、上層は砂と

粘上の互層で、奈良時代の遺物はほとんどなく、宮廃絶後の流路と考えられる。

S A l1700 S D 3715の 東岸の掘立柱南北塀。 2時期ある。東区の南北にわたっ

て 9間分を検出。柱掘形は長大であり、埋上の状況 もS A 1765に よ く似 る。柱間

は2.95m(10尺 )で、最南の住は南面大垣の想定北壁面から約 3mの位置にある。

S A 1765よ り新 しく、 S D 3715よ り古い。

遺  物

以上に記 した瓦類 。木器などの他に、特に S D 3715曲 上の上器に特色があり、

―- 14 -―
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同溝出上の木簡とあわせて、以下に述べる。

S D 3715出 土土器 S D 3715か らは大量の上器が出上 したが、 ここでは天平宝字

4(760)年、宝亀 8(777)年の年紀のある木簡が出上 した中 。下層の土器につい

て一括 して報告する。上師器 (1～ 12)は 平城宮土器 Vの 特徴をもつ。 2は胴の

相対する位置に人面を墨書する。高杯 (12)は 杯部内面に連弧状暗文とラセン暗

文をもつ。平城宮から出土する須恵器は多くは陶邑産であるが、 ここでは陶邑以

外で生産されたと考えられるものが多量に出上 した。 13～ 18は 灰白色の砂質の胎

土でやや軟質に焼き上る。産地不明。 tt A・ B・ 同蓋はロクロ削 りで調整する。

杯 Bは径高指数が低 く扁平な形態で高台は丸味を有す。杯 B蓋 は縁部がやや屈曲

する形態でボタン状の扁平なつまみを持つ。第146次 調査の S D 3715か らも似た

蓋が出上 しているが、この例では頂部内面に当板で叩いた痕跡を持つ。 19～ 41は

尾張猿投窯産で折戸10号窯式にあたる。42は頸部内外に鉄分を多 く含む土を塗 り、

赤色に発色させている。産地不明。この他甕類には美濃窯の ものも少量出上 して

0                              1o

第 5図  S D3715出 土土器 (J
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いる。また墨書土器には、「内木工所充足梓」「味物料理」「内大炊」「秋」

「内」「史生」等がある。なお、猿投窯産の資料については名古屋大学教授楢崎

彰一氏に鑑定をお願いした。

S D 3715出 土木簡 出土数は146点 (削 屑83点 )で ある。主な釈文を次にかかげ
る 。

(軸 木 口

(裏 )

ま と め

周辺の調査結果と同様に、今回の調査において も、第一次朝堂院地区南半は建

物などを置かぬ広場としてあったことが確認 された。また、発掘区を大きく横切

る東西塀 。南北塀を検出 し、付近の遺構配置に新知見を加えた。主要遺構では S

A1765が 最 も古 く、 S D3765A C S Al1700が これに次ぎ、 さらに S D 3715の 順

となる。 S D 3765 Bは 、 S D 3715と 共存の可能性を持つ。 これ らと、今調査では

未確認の東限築地 S A ll150、 南面大垣 S A 1200と の関係は今後の課題 として残 さ

れる。各遺構の年代は、 S D 3715の 開削が従来奈良時代前半に位置付けられてお

り、 これに先行する S A H700・ S A 1765、 就中後者は宮造営時に遡 る可能性が

ある。宮西面では大垣内側の南北塀 S A 3680(第 59次 調査)が、西面大垣に先立
つ宮西面の区画と考え られており、 S A 1765は これと柱間寸法や大垣心からの距

離が等 しいことから、これは南面大垣に先行する宮の当初の区画となる可能性 も

ある。しかしその場合は、なぜ朱雀門の東側のみにそれが設けられたかという疑

間が起る。朱雀門脇の大垣は、宮の大垣の中でその位置か らみて も最 も早 く施工

された可能性があると思われるので、大垣 と共存する内部の区画である可能性 も

否定 し得ず、この塀がどこまで続くかということとぁゎせ、今後の課題 としたい。

今
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3 内裏東方官衡地区の調査 第 159次

調査地は、内裏東外郭の東方にあたり、昭和41年 に実施された第38次調査の西

南に位置する。 この地区についてはこれまでに、第21・ 38・ 40。 154次 調査が実

施され、東西65m・ 南北125mの 築地で囲まれた一郭があり、その中には薄積基壇

建物を中心とする遺構群のあることが明 らかとなっている。現在その一部は遺構

露出展示と復原展示を併用 して一般に公開されている。今回の調査はこの一郭の

西面築地一部復原整備に先立ち、第38次調査の成果を補なう目的で行った。

調査は、第38次調査の発掘区と一部重複する東西 6m、 南北 15mの 調査区を設

けて行った。調査面積は約90だ 、調査期間は昭和59年 7月 13日 ～25日 までである。

遺  構

調査により、西面築地とそれに先行する掘立柱塀の他、瓦集積遺構を検出 した。

築地 S A 2746 築地 の築土 は遺存 しなかったが、地山を削 り出 した基壇、添

柱・ 寄柱穴及び雨落溝を検出した。基壇は最大 0。 3m残 る。

築地基底幅は、添柱・ 寄柱穴から 5尺 と推定 され、 この

推定値は第40次調査の所見と一致する。

塀 S A 2940 西面築地に先行する南北塀。既に第38次

調査で検出されたうちの、今回は 5間 分を確認 した。  一

瓦集積遺構 S X l1690 S A 2746西 側の築地崩壊上下

で検出した瓦集積。丸瓦 5枚 と平瓦 7枚 を凸面を上にし

て別々に重ね、築地基壇に寄せかけてあった。平瓦はい

ずれも縦に半載 してあり、英斗瓦 と考え られる。

遺  物

瓦 。薄・土器が出上 した。瓦のうち、軒丸瓦は6133D

・ 6282・ 6308C、 軒平瓦は6685Bの 各型式が出上 した。

なお、第 38・ 40次調査で出土軒瓦の大部分を占めた軒丸

瓦6135型 式と軒平瓦6688型式はともに出上 しなかった。

0                    5m

第 6図  内裏東方官衡地区
発掘遺構図
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4 第二次朝堂院地区の調査 第 161・ 163次

第 161・ 163次 の調査範囲は、第二次朝堂院の東第一堂及びその西側の大極殿

閤門前方の朝庭東半部である。発掘区の南端はほぼ東第二堂の北端にあたる。調

査期間は第161次 調査が昭和59年 10月 1日 か ら12月 26日 まで、第 163次調査が昭

和60年 1月 8日 から4月 2日 までである。

第二次大極殿地区は第 113・ 132・ 152・ 153次 の調査によって ほぼ概要 が判

明しており、また朝堂院地区の南端の東朝集殿については第48次調査によって位

置・ 規模などが知られている。今回の調査では東第一堂の規模を明 らかにすると

ともに、朝庭部にどのような遺構が存在するのか、また大極殿地区で一院を構成

することが明らかとなった下層掘立柱建物に対応する遺構が朝堂院地域にも存在

するのか否か等が課題であった。調査の結果、朝堂院東第一堂の規模が判明する

とともに、その下層に掘立柱建物のある乙とが確認され、大極殿地区にある上下

2層の遺構に対応する遺構が朝堂院にも存在することが明らかとなった。また閤

門前の朝庭部分にも掘立柱建物がかなり多数検出された。その中で もとりわけ注

目されるのが大嘗宮と考え られる遺構で、第二次朝堂院の変遷のみな らず、奈良

時代の即位儀礼を考える上で重要な資料を提供することとなった。

1 立地・ 土層

調査地は奈良山丘陵から南へのびる尾根の末端上に位置する。現状では第 163

次調査地はほぼ平坦で、東の第161次 調査地へかけては緩やかに傾斜 して低 くな

り、朝堂院東面築地のあたりか ら東へ向って急激に低 くなっている。

調査地の上層は、大正13年及び昭和40年代の整備による土砂が40～ 50cm前 後あ

第 7図  S B H750基 壇からS A H330にかけての上層図
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り、その下に旧耕上が20～ 30cm、 床上が10cm程ある。東第一堂より西側では床土

直下が小礫混りの黄褐色粘質上の地山となり、奈良時代の遺構はこの面で検出さ

れる。この地山は非常に堅 く締まっている。地山の標高は第二次朝堂院中央部で

67.7m、 東第一堂 との中程で67,7m弱 、東第一堂西側で 67.2m、 東第一堂東側で 66.7

m、発掘区東端で66.4mと なっている (た だし東第一堂の桁行中央部位置で計測 し

た数値である。当然のことなが ら北から南へ向っても緩やかに傾斜 している)。

東第一堂基壇付近から東は 3層 に及ぶ整地土を積んで平坦面を形成 している。

地山直上の整地 Iは礫を多 く含む暗黄褐色粘質上で遺物は含まない。厚 さは東ヘ

行 く程厚 く30～ 40cmに達する。この上に暗茶褐色砂質上の整地 Ⅱがある。 この中

には 7世紀前半の上器や埴輪片が多く混っている。平均10～ 20cmの 厚さがある。

東第一堂以東には更に整地Ⅲがある。黄褐色・ 暗褐色の粘質土で、西から東へ向っ

て上を投棄 しながら平坦に整地 していった状況が土層か らうかがえる。整地 I・

Ⅱ・ Ⅲは、おそらく平城宮造営時にそれ以前の生活面或いは神明野古墳の墳丘の上

を含む北方の上を削って用いたもので、ほぼ同時の施工 と考え られる。

上下 2層 の遺構の造営過程は次のように復原 される。上層は東第一堂西方では

地山面直上に建物が造営される。東第一堂東側では地山が低いので 3層の整地を

行い、朝庭中央部の地山面 とほぼ同 じレベルにしていたであろう。なお造営当初

の地表面は東第一堂東側基壇外装の痕跡が見出せないことか ら、遺構検出面より

わずかながら高かったと考え られる。下層については、東第一堂基壇断面の上層

観察によれば、整地Ⅲの上面か ら下層建物の柱掘形が掘 り込まれている。上層東

第一堂の残存基壇の西及び北では下層建物住掘形は地山面上に営まれているが如

き検出状況にあったが、実際は下層が営まれた整地上を除去 した上で、上層の建
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物を造営 したことになる。東第一堂基壇部分では整地上を除去せずに基壇土を盛っ

たために、下層の当初の遺構面が残ったのである。なお朝庭中央部に近づ くにつ

れ地山の標高は上るため、それに対応 して整地上は薄 くなっており、朝庭中央部

付近ではむしろ下層遺構の場合 も地山を削って遺構を営んでいたようである。朝

庭部の遺構はすべて地山面で検出している。

2 遺構の概要と変遷

第161次調査では礎石建物 1棟、掘立柱建物 4棟、築地塀 1条、掘立柱塀 1条、

石組暗渠 2条等を、また第163次 調査では掘立柱建物20棟 、掘立柱塀 3条、柴垣

据付溝 6条、旗列 7条、旗をたてるための柱穴 10個 、土壊 1基等を検出 した。切

合関係・ 配置関係・ 出土遺物等か らA～ Eの 5期 に分けることができる。

A tt S B l1201・ S B l1775・ S B l1812o S B l1813か らなる時期。

S B l1201 第153次 調査で 2間分検出 していたが、今回更に 5間分を検出 し、

7間 × 2間の南北棟と判明 した。

S B l1775 S B l1201の 南妻柱列の南40尺 (12m)離 れたところから始まり、 S

B l1201と 側柱列を揃えた同規模の南北棟である。両者共柱間は桁行・ 異行 とも

に10尺 (3m)等間で軒と棟通 りに足場穴を伴 う。柱掘形は一辺約 lmの 方形で、

径0。 3m程の柱痕跡をとどめる。

S B l1812・ S B l1813 S B l1812は 架行 2間 、桁行 4間 以上の南北棟で柱

間 8尺 (2.4m)等 間。 S B l1813は 5間 × 2間 の南北棟で柱間 8尺 (2.4m)等 間。

S B l1812と 側柱列を揃えるが、南妻柱列は S B l1812の 北妻柱列 と相接 し、同

時存在は考え難い。両者とも柱掘形は一辺0.6m、 深さ0.5m未 満で柱痕跡も10cm未 満

であり、前述 した S B l1201・ S B l1775と は様相を異にし仮設建物 と思われる。

S B l1812・ S B l1813の 配置関係などか らA期 は更に細分できる可能性がある。

B期  朝庭東部に S B H740を 建てる時期。 この時期の間に朝庭中央部には、北

及び東を柴垣据付溝 (S A l1800。 S A l1780)で 大区画を作 り、 更にその内側に

同様な柴垣 (S A l1825。 S A l1830。 S A l1827。 S A l1835)で 小区画 を構成

し、 その一画に S B l1785・ S B l1790を 配 し、大区画北側には S B l1900・ S
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B l1751を 配置す る。

S B l1740 桁行 7間・ 果行 3間の身舎の周囲の四面に廂のつ く南北棟掘立柱

建物である。後述の S B l1750の 基壇土及び基壇周囲の小礫敷のある部分では柱

掘形はみえない。 これは前述のよ うに S B H740は S B l1750の 営 まれ る地山面

より標高が40cm程高い整地上面に営まれていたが、 S B l1750造営に際 し基壇外

の整地上を除去 し、 S B l1750基 壇周囲に小礫敷の舗装を行 ったためで ある。柱

間は身舎梁行のみ 9尺、その他は10尺 である。従 って桁行総長は90尺、果行総長

は47尺 となる。柱径は30～ 36cm、 柱掘形は一辺 1～ 1.5mの 隅丸方形、深さは身舎

が約 1.4mに対して廂は 1.lmで廂が浅い。ところにより身舎 と廂で60cm程差のある

ところもあり、身舎と廂で構造 。葺材などに差があった可能性 もある。大極殿・

後殿・閤門の下層で検出した掘立柱建物群 と一連の建物であろう。柱掘形からわ

ずかに土器が出土 しているが少片であること、古墳時代の遺物を含むことか ら造

営年代を知る手がかりとはならなかった。

S A l1320 朝堂院の区画の東辺を限る掘立柱塀で、既 に第 153次 の調査で検

出した南延長部にあたる。柱掘形一個分を検出 した。整地Ⅲの上面か ら掘 り込ま

れ、掘形は一辺 1.25m、 深さ1.35m、 柱は東へ倒 しながら抜取っている。

S B l1751 S B l1740の 北西にある掘立柱建物で、桁行 四間・ 梁行三間の南

北棟である。柱配置が異例で、北妻中央西側の柱はなく、東南隅入側に柱が一本

立つ。北妻の一本、南妻の二本の柱は間柱で開口部を設けるためのもの、内部の

柱は間仕切のための柱であろうか。柱掘形は一辺 1.2m、 柱痕跡は39cmで ある。北

妻が S A l1250(下 層掘立柱塀)か ら120尺 、西側柱が朝堂院下層区画の東西方

向の心 (南 北中軸線)か ら120尺 と規格性をもっており、また南妻は S B l1900の

南側柱列と揃える。掘形埋土 も地山に近い上であるので B期 に属す と考え られる。

S B l1900 朝堂院東西 2等分線上に中央の柱穴を配 した 4間 × 1間 の東西棟

で、閤門下層の堀立柱門 S B l1210か ら150尺 (約 45m)離れた位置に この建物の棟

通り筋がのるように配置されている。柱間は桁行 10尺 等間、果行22尺 。柱掘形は

1辺 lm以上の矩形の掘形ですべて住抜取痕跡を伴 う。南側柱列の西端の柱抜取
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穴から完形の軒丸瓦6225Aが 出上 した。 S B l1900の 東 。北 。西には柱間寸法は

揃いなが ら、塀状遺構 (S A l1860・ S A l1850 0 S A H870)が とり囲む。また

S B l1900の 南には、中軸線 に対 して左右対称の南北柱列 S A l1855。 S A l185

7があり、 これ もまた大嘗宮関連の施設と考えられる。

S A l1780。 S A l1800・ S A l1825。 S A l1827・ S A H830・ S A l1835

これらの溝状遺構は、後述する理由で柴垣据付溝 と考えられるが、幅0.5～ 0,7m、

深さ0。 3～ 0.5m程の素掘 り溝である。 S A l1780は 南北 10m分 を検出 したが更に

調査区外に延びる。 S A l1800は 全長29.5mで朝堂院東西 2等 分線か ら東約 2.7m

の位置で閉 じその西に接 して柱穴 1個が掘 られている。 この部分が柱間 1間 (推

定幅 2.6m)の 門 S B l1820と なる。門 S B l1820の 南 6mの 位置 に東西方向柴垣

据付溝 S A l1835が あり、復原長 6mを 測 る。 S A l1830は 1ま ば朝堂院東西 2等

分線に沿 う南北方向の柴垣据付溝で S A l1835に 取 り付 く。 S A l1835の 東約 13

mの位置に同様な柴垣据付溝 S A l1825があり、北端か ら 3m南 で、幅 3mに わ

たって一旦 とぎれた後、更に南にのびる。溝のとぎれた部分が門 S B l1810に あ

たり、その真東に S A l1827を 配する。

S B l1785・ S B l1790 S A l1780・ S A l1800・ S A l1825で 囲 まれ た空

間には、 S B l1785。 S B l1790を 配す。 S B l1785は 桁行 5間 を検出 したに と

どまったが 5間 × 2間の東西棟になると思われる。柱間は 8尺 等間。柱掘形は不

揃いで一辺 0.6～ 0.8m、 径 10cm程度の柱痕跡を伴 う。 S B l1785の 北 3mに は S

B l1785と 東妻柱列を揃える 3間 × 2間 の東西棟 S B l1790が あ り、柱間は 7尺

(2.lm)等 間。また S B l1790の 北側柱列 は S A l1800か ら 3m離 れた位置に、

東妻柱列はS A l1780か ら3m離れた位置に来るように配置されている。

C期  朝庭東部には S B l1750、 朝庭中央部では、第153次調査で一部検出 してい

る S B l1223の ほか、 S B l1801・ S B l1806・ S B H810が あ る時期。

S B l1750 第二次朝堂院の東第一堂に該当する。大正 13年 以来、盛土・ 張芝

を行って東第一堂として整備・ 表示が行われきた。南半部には土壇状の高まりが

あり基壇上の残存部と考えられてきた。発掘の結果、北半部は基壇は完全に削平
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され、南半部の土壇 も最大70cmの厚さで旧耕土 と整備上で覆われていた。 しか し

幸に以下の三点か らS B l1750の 建物平面・ 基壇規模が判明 した。

① 小礫を埋めた東西溝 S D l1748と 南北溝 S D l1749(後 述 )が L字形に存

在すること。

② 基壇内部と想定される部分の遺構検出面は礫が少 く、基壇外側 (西 側)と

想定されるところは礫を敷いた状態になっており、 しかも礫のない部分が西

方に向って凸字状に張 り出す部分があり、礫のある部分とない部分の境には

40～ 50cm幅で凝灰岩の破片や粉が残ること。

③ 土壇上に礎石抜取穴が、北側に 2カ 所、南側に 4カ 所残存すること。

以上三点のうち、

①は、この二本の溝が基壇外周の水抜溝と考えられる。

②は、凸形突出部が石階の痕跡であり、凝灰岩残存部が基壇外装の地覆石の抜

取痕跡と考えられる。

③については、南側の列が身舎南妻 と考え られ、西端のニカ所は西廂柱列、そ

の東の三カ所は身舎の西側柱列と考え られる。柱間は桁行が約3.9m(13尺 )、

梁行は西端が約 3m(10尺 )、 東 2間は約3.9m(13尺 )である。

石階部分の南北長は3.9mあ って桁行柱間と一致 し、上記の柱間で柱位置を復原

すると石階耳石相当位置に柱が立つことになる。 これで 5間 × 3間の平面となる

が、石階が基壇端部につ くことは通常ありえないので、北 と南にもう一列ずつ柱

が立つものと見られ、東にも柱列を想定すると 5間 × 2間 の身舎の四周に廂のつ

く平面となる。西側柱心か ら基壇端まで 7尺 あり、妻側 (北 及び南)の基壇の出

も同様に 7尺 と復原すると、基壇端か らS D l1748・ S D l1749ま で は妻 。平 と

もに10尺 となり、この復原が妥当なものとわかる。即ち、身舎柱間桁行・ 異行共

13尺 、廂の出は10尺、基壇の出は 7尺、階段は西面 3カ 所につき、階段の出は1.

8m(6尺 )である。東側の階段の有無は不明であるが西面と同様であろう。なお、

礎石抜取穴に凝灰岩切石片が投棄され、底部には花南岩片が残存するので、礎石

は花南岩、基壇外装及び基壇上面敷石は凝灰岩切石であった。
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S D l1748。 S D l1749 前述のように東第一堂基壇外側の礫敷の見切 りとな

る溝である。幅30cm、 深さ10cmで 礫をつめこんでいる。 S D l1748は 23m、 S Dll

749は 一部石を抜かれなが ら37m続 き、東方と南方は削平 されて しまっている。

東第一堂廂柱心から17尺 あり、基壇周辺部の水抜溝と考えられる。

S A l1330 朝堂院地区の東辺を限る築地塀である。第 153次調査で検出 した

ものの南延長部分である。築地築成時の添柱掘形を東側で 1カ 所検出したが、西

側は発掘区内には存在せず、基底部幅は明確でない。ただ し西側の雨落溝 S Dll

331を 検出 したので、築地基底部幅は 8尺程度 と考え られ る。第 153次 の調査の

所見どうり築地心と S A l1320は ,と をヽ一致 させていると考えられる。築地は殆 ど

削平されているが、築上がわずかに残 っている。

S D l1331 S A l1330の 西雨落溝である。溝埋土 中に瓦が多量に含 まれてい

る。第153次 で検出 したような玉石護岸は、今回の調査区内では検出されなか っ

た。幅は50cm、 深さは20cmで ある。築地心から2.4m(8尺 )の ところにある。

S B l1223 今回の調査では南側柱列と同入側柱列を検出 し、 7間 × 2間 の身

舎の南北 2面に廂をもつ東西棟であることが判明 した。柱間は桁行 9尺 (2.7m)

等間・果行 8尺 (2.4m)等 間、廂の出10尺 (3m)、 柱掘形は一辺0.7～ 0.8m程の

方形で径10cm程の柱痕跡を伴 う。東妻柱列南か ら 2番 目の掘形には松材の柱根を

とどめていた。

S B l1801 S B l1801は 5間 × 2間 の身舎の東西 2面 に廂 をもつ南北棟で、

身舎桁行 8尺 (2.4m)等 間・ 果行 9尺 (2.7m)等 間、廂の出は東10尺 (3m)、 西

9尺 (27m)で 、東入側柱列は南北棟 S B l1806の 東側柱筋に揃える。 S B l122

3と 同様な掘形ですべて柱痕跡を伴 う。西入側柱筋南から3番 目の掘形には檜材

の柱根の痕跡をとどめていた。

S B l1806 5間 × 2間の身舎の西側に廂をもつ南北棟。身舎桁行 8尺 (2.4m)

等間、梁行 9尺 (2,7m)で、北妻柱列は S B l1223の 南入側柱筋に揃える。柱掘

形は S B l1223と 同様な規模で掘形に多量の瓦・ 凝灰岩片を含む。北妻柱列東か

ら 1番 目の掘形には松材の柱根が遺存 していた。
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S B l1810。 S B l1890 S B l1810は 5間 × 2間の東西棟で柱間 8尺 (2.4m)

等間。 S B l1890に ついては南北 2間 分を検出 したにとどまるが、果行 2間 で南

側住列を S B l1801の 南妻柱筋に揃える東西棟になると思われ る。

C期 の建物は柱掘形に瓦や凝灰岩を含み、 S B H801の 柱痕跡か ら閤門所用軒

平瓦6691A(平 城宮瓦編年Ⅱ期)が 出土 している。多分掘形の埋上にあったもの

が柱根の腐朽とともに柱痕跡に落ち込んだものと思われるが、 C期 の年代の一端

を知ることができる。

D期  第153次 調査において閤門石階南で検出した 9間 × 2間の東西棟 S B l122

1を 正殿 とし、その真南70mの 位置に南北二面廂東西棟 S B H815を 配 し、その

東脇に東西棟 S B l1811、 S B l1221と S B l1815の 間に 5間 × 2間 の東西棟 3棟

(S B l1795。 S B l1796・ S B l1840)を 配す る時期である。 S B l1796と SB

l1840は 朝堂院東西 2等分線に対 し左右対称位置にあ り、 S B l1795に ついて も

対称位置に東西棟が存在する可能性が高い。

S B l1815 東か ら 4間 目の柱が朝堂院東西 2等分線上に立ち、 これを西に折

返せば 8間 × 2間の身舎の南北二面に廂をもつ東西棟に復原される。身舎は桁行

9尺 (2,7m)等 間、異行 8尺 (2.4m)等 間、廂の出は南12尺 (36m)・ 北 H尺

(3.3m)で身舎東から2間 目に問仕切をもつ。一辺0.6m程度の方形の掘形で 10cm

未満の柱痕跡をとどめ、柱掘形から軒平瓦6663が出土 している。

S B l1811 3間 × 2間 の東西棟で S B l1820の 身舎に側柱を揃え る。柱間は

桁行 7.5尺 (2.25m)等 間、果行 8尺 (2.4m)等 間で、一辺0.6m程 の方形掘形に径 10

cm程の柱痕跡をとどめる。柱掘形から軒丸瓦6225。 軒平瓦6663Cが出土 している。

S B l1795は 桁行 8尺 (2.4m)等 間、異行 7尺 (2.lm)等 間。 S B l1796は 桁

行 7.5尺 (2.25m)等 間・ 果行 8尺 (2.4m)等 間。 S B l1840は 桁行 7尺 (2.lm)

等間・ 果行 8尺 (2.4m)等 間。三棟 とも東西棟、径0.5mの 円形の掘形で礫を混え

ない粘土を埋土 とす る。 S B H221の 南 12mの位置に柱間 2間 の南北方向の木塀

もしくは旗列 (S X l1875。 S X l1880)が 朝堂院東西 2等分線に対 して左右対称

の位置 に配 され る。 また S X l1875の 東北には S X l1885・ S X l1884が 、 SX
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11880の 西北には S X l1910・ S X l1911が あるが、中軸線 に対 してそれぞれ左

右対称の位置を占め、旗を立てるための柱穴 と思われる。

E期  平安時代以降の時期で建物 4棟、塀 1条、土壊等がある。

S B l1745 東第一堂西南にある桁行 5間以上の南北棟である。梁行 2間 の身

舎の西側に廂がつ く。柱間はすべて2.7m弱 (9尺 )で ある。棟方向が北で東へわ

ずかに振れており、柱掘形中に瓦・ 土器小片が含まれている。

S B l1747 桁行 3間・ 果行 2間 の小規模な東西棟である。柱間は2.lm強 (7

尺 )。  柱掘形中に瓦を多 く含む。棟の方位が東で南へ振れている。

S B l1797 2間 × 1間 の東西棟で桁行 6尺 (1.8m)等 間、梁行 8尺 (2.4m)。

S B l1348 第153次 調査で 2間分検出 していたが、今回更に 1間 分を検出 し

3間 × 2間の南北棟になった。柱間は桁行・ 架行とも 7尺 (21m)等 間。

S A l1771 S B l1745の 目隠塀で柱間 9尺 (2.7m)等間。

S K l1794 黒灰色の粘質上を埋土 とし瓦片・ 灰釉陶器片等が出土 した。

5期 に区分した遺構の概要を述べたが、 この他にも旗列 と思われるもの (SA

l1779。 S A l1798)や 旗をたてたと思われる複数の柱穴、井戸 (S E l1743)の 館

と思われる建物 (S B l1744)等 、所属時期の定かでない遺構がある。

遺構配置の変遷 今回の第 161・ 163次 の調査では、既に第 152・ 153次 調査で

一部を検出 していた S B l1201の 南延長部及びそれと柱筋を揃え、掘形等 も類似

す る S B l1775が 検出され、 S B l1775と S B l1751の 造営の前後関係が判 明 し

たことから、大極殿も含めた主要遺構の配置は第 9図 のとおりとなる。

重複関係のない遺構があり、出土遺物も少ないため、 時期区分を確定することは

容易ではないが、建物配置等を考慮 して前記のように決定 した。従来の見解を変

更したところもあり、第二次大極殿・ 朝堂院地区の変遷についての新 しい知見 も

加わり、また儀式に関する重要な発見 もあるので、 これまでの記述 と重複する部

分もあるが、特に時期決定の根拠の要点を記 してお く。なお下層遺構 とはA・ B

期 (掘 立柱建物ばかりの時期 )、  上層遺構 とは CeD期 (礎 石建物と仮設的掘立

柱建物 とが併存する時期)を さす。
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① S A l1800は S A l1250か ら300尺 (1尺 =29.6 cm)の P巨 離にあ り、 S B l190

0は S A l1250か ら150尺 の位置に存在す るので、 S B l190o及 び大嘗宮遺構

が、下層掘立柱建物と同時期と考えられる。 S B H750も これと同時期 となる。

② S B l1751は S B l1900と 南側柱列をそろえてお り、また S B l1751の 西側柱

列が下層遺構の中軸線 (EO.6)か ら120尺 の位置にある ことか ら、 S B l1751

は①に記 した下層遺構 と同時期 と考えられる。

③ S B l1201と S B l1775は 東西両側柱筋 をそろえ、足場穴を伴 うこと、柱掘形

の埋上の状況が類似することか ら同時期 と考え られる。

④ S B l1751と S B l1775は 柱掘形が 2カ 所で切 りあってお り、 S B l1775が 古

いことが明らかである。従 って S B l1201・ S B l1775は ①②の下層遺構 より

古い時期の造営 となる。ただ し大極殿下層の S B 9140・ S B l1210 e s B 1005

0と の前後関係があるのか、併存するのかについては確言できない。

⑤既発掘ずみの S B 100341こ ついては、今 日新たな知見をえたわけで はないが、

この柱掘形が大極殿 S B 9150周 辺の礫敷を除去 して検出されていることか ら上

層遺構造営後まもなく造営された可能性が大きい。なお因みに、朝賀の憧柱と

推定 された S X l1252～ 11258の 7カ 所の掘立柱穴 (柱 痕跡 3個 を 1つ の横長

の掘形内に置 く)に ついて も、奈良時代後半か平城上皇の時期に属すとされる

が、第 152次調査で検出 したものは最終段階に使用された憧柱 と考え、初めて

立てられたのはそれ以前に遡 ると考えることも可能である。

A期 については、更に細分できる余地がある点についてはすでに述べた通 りで

あるが、 S B l1775・ S B l120Hよ 足場穴を もち、柱径 も太 く恒常的な建物 と見

られるのに対 し、それ ら以外の建物は儀式等の祭事に使用された仮設建物 と考え

られる。後述するB期 を除き祭儀の内容については特定できない力ヽ 少なくとも元旦

の朝賀などの平常の年中行事 として行われる儀式に使用されたものではな く、即

位等の特別な儀式に際 して造営されたものと思われる。

B期の遺構配置は、『儀式』か ら復原できる大嘗宮・ 廻立殿の配置ならびに規

模に相似 し、大嘗祭に際 して臨時に設けられたものと言えよう (第 10図 参照 )。
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今回は大嘗宮悠紀院の北の一部を検出 した ことにな り、 S A l1780。 S A l1800

は大嘗宮の東 と北を限る宮垣に、 S B H820は 北門に、 S A l1835は 屏垣 に、 S

A l1830は 悠紀院と主基院を区画す る中籠に、 S A l1825は 悠紀院西側中垣に、

S B l1810は 小門 に、 S B l1785は 膳屋に、 S B l1790は 臼屋にそれぞれ相当す

る。なお、『儀式』には国屋近辺に神服柏棚があったとされるが、今回の調査で

はこの痕跡については検出 していない。また小門 S B l1810の 東正面には一条の

屏垣 S A l1827を 検出 したが、『儀式』にはこれに対する記載はない。

廻立殿は『儀式』では 5間 × 2間 の東西棟で柱間 8尺等間に復原できる。今回

検出 した東西棟 S B l1900は 4間 × 1間 で桁行10尺 等間・ 果行22尺 で文献記載 と

異なる。『儀式』では黒木造とするが、 S B l1900は 柱掘形 も大きく柱径 も太い。

また、『北山抄』では廻立殿を大嘗宮の北 3丈 ばかりとするのに、 S B l1900は

ずっと北へ離れる。 しか しS B l1900は 下層閤門と大嘗宮の北宮垣 との距離の中

A

B

今回の調査ならびに『儀式劃による復原案

『儀式』巻第二践け大
′
常祭儀中の記述から

の復原

(原図は池‖:三『家屋文鋭の世界割による)

1廻立殿  61殿  11南 門 16琳慢
2神服柏Flll1 7生   12束問 17々イ)i
3日屋

4膳屋

5盛所

8室   13西 門  18呼 鯨
9御 )貝丁  14/ト ド1,  19'IHナ 1,

10北 門  15通逆

第10図  大嘗宮・廻立殿配置復原図
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央に位置し、ほぼ下層朝堂院の東西 2等分線上の位置にあたること、 S B l1900の

東・ 北・ 西に慢を張った と目される柱列 (SA■ 860。 S A l1850・ S A l1870)

があること等からS B l1900を 廻立殿 と考えた。

S B l1900の 東にある南北棟 S B l175Hよ 、『儀式』 には記載のない建物であ

るが、『北山抄』には廻立殿の東 2丈 ほどに片廂の御釜殿を造る記事があり、 S

B l1751は かなり東へ離れているが S B l1900と 同時期 と考え られ るので、御釜

殿としての機能を持つ建物 として考えておきたい。

B期の遺構配置は極めて規格性に富む配置計画に基づいている。造営の基準尺

は 1尺 =29.6cmで あって、各部の寸法は第11図 に示す とおりである。 B期 の朝堂

院下層の区画を、現在盛土整備 してある区画から考えると、 この区画の南北長は

960尺 (大 尺で800尺 )と なる。 これを 5等 分 したところが S B l1740の 北廂柱

列の位置に相当することになる。 しか もこの区画の中軸か ら S B l1740の 棟通 り

まで も192尺 (大 尺で 160尺 )で 、 960尺 の 1/5に 相当 してい る。

なお A期 の S B l1201・ S B l1775は やや規格性に乏 しいものの、 中軸か ら西

側柱筋まではほぼ108尺 (大 尺 90尺 )で ある。

大嘗宮の区画は、北端の一部を検出 したのみであるが、中軸が下層区画の中軸

より lm近 く東へずれている。仮に S A H830が中軸であるならば、大嘗宮の東

半部を45尺 と60尺 にわけることとなる。従って東西長全長は210尺 となり、『儀

式』等にみえる平安時代の寸法 (214尺 )と はわずかに異る。今後の発掘によっ

て確実な東西長・ 南北長が判明すれば、大嘗宮の区画の計画性、平安時代の大嘗

宮区画の寸法との関係などについて も明らかとなろう。

C・ D期 については、計画寸法の規格性が下層程明瞭でな くなる。朝堂の区画

は下層を踏襲するため、東西600尺 と不変で ある。東第一堂 S B l1750の 身舎南

妻棟通 り柱は、第二次大極殿回廊の棟通 りか ら南へ250尺 (1尺 =29.7cm)、 大極

殿院南北中軸線か ら東へ225尺 (同 )の位置にある。

閤門前庭部の建物は、仮設的であるためか、規格性は乏 しいが、いくつかの遺

構についてはやはり規格性が認め られ る。即ち、 S B l1223と S B l1796。 1184
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0の 棟通 りの間隔は120尺 、 S B l1796と S B H840の 相対す る妻の間隔は80尺、

S B l1796と S B l1795の 棟通 りの間隔は40尺 となっている。

3 遺  物

第 161・ 163次 の調査を通 じ、遺物は散在的な出土状況を示 し、瓦・ 土器片が

若千量出土 したにすぎない。瓦について言えば瓦葺と考えられる東第一堂周辺で

も極めて少量しか出土せず、水田開墾時に礫等とともに投棄されたと考え られる。

出土 した軒瓦は、軒丸瓦6225型式15点、 6113型 式 2点、6311型式 2点、軒平瓦66

63型式 7点、6691型 式 2点、鬼瓦 1点 である。鬼瓦は平城宮 6型式 Aで、瓦編年

のⅣ期 (天 平宝字元年～神護景雲年間)に 属すと考えられる。

4 ま と め

第161・ 163次調査では、第二次朝堂院東第一堂の規模 とその下層建物の存在、

及び朝庭中央部の儀式関係遺構を検出 したことが、特記すべ き成果であった。

東第一堂 S B H750は 、調査前までは切妻造 と想定 していたが、四面廂付建物

であることが明らかとなったため、入母屋造か寄棟造となる。梁行総長46尺 は、

第二次朝堂院東朝集殿 (第 48次 調査 )、 第一次朝堂院東第一 。三堂の果行総長と同

じである。おそらく、第二堂以下の各堂 も同 じ異行総長でそろえていたものと思

われる。藤原宮のごとく第一堂のみに特徴をもたせるとするならば、第二堂以下

を切妻造にし、基壇高を低 くする等の変化をつけていたことも想定 されるが、 こ

れは今後の調査をまたねばならない。

下層の S B l1740は 、身舎桁行 7間・ 果行 3間 に四面廂のつ く内裏正殿 に近 い

大規模な建物で、屋根は人母屋造か寄棟造である。他の諸宮の朝堂院第一堂と比

較 した場合、その平面が独特である。なお難波宮下層の第一堂は四面に廂はない

ものの、身舎梁行が三間であることは注目される。また S B l1740は大極殿下層

の掘立柱建物 S B 9140と 比較 して も、柱間寸法は小 さいが、桁行柱間では 2間、

身舎梁行では 1間 多 く、 S B l1740の 特異な性格を示唆 して いる。

今後朝堂院第二堂以南の調査が進展 して、第二堂及びその下層建物の存否や規

模・ 配置が明らかになると、他の諸宮 との比較 も可能となろう。
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朝庭においては、少 くとも 3時期 (B～ D)に わたる儀式の跡を検出 した。遺

構の密度重複が少い事か ら判断すれば、各期の遺構は年中行事としての節会等の

儀式に際して造営されたのではなく、即位関連儀式等の特別な儀式に際 して造営

されたものであると言えよう。また各時期 とも遺構配置を異にし、それぞれ儀式

内容が異ったと考えられるが、 B期 の大嘗祭を除きその他の時期の儀式内容は特

定できない。これについては大極殿前庭において検出 した儀式関連遺構や今後の

朝庭の調査で検出が予想される遺構等を、総合的に検討することによって明らか

にしなければならない課題である。

ところで儀式内容が唯一特定できた B期 の大嘗祭については一体どの天皇の即

位に比定できるであろうか。 この問題については、今後行 う大嘗宮南の部分の調

査や未調査の第一次朝堂院朝庭中央部分の今後の調査成果を広ゝまえた上で結論を
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出すべきであるが、一応、今回の調査結果と従前の大極殿院、朝堂院の調査成果

ならびに文献研究成果等か ら、 この問題について考えておきたい。

文献上からは重作を含め奈良時代に即位 した 7代の天皇のうち、大嘗祭を行 っ

た場所が明記されているのは、孝謙天皇 (南 の薬園の新宮 )、  淳仁天皇 (乾 政官

院)、 光仁天皇・ 桓武天皇 (太 政官院)4代 の天皇であり、「乾政官院」あるい

は「太政官院」が朝堂院でないという前提の上では、 この 4代 の天皇は除外 して

考えることができよう。従って大嘗の場が明記されていない 3代の天皇 (元 正・

聖武・ 称徳)の 可能性が強 くなる。

次に遺構配置からみると、既に述べたように大嘗宮は B期 に属 し、 C期 即ち第

二次大極殿・ 朝堂院造営に先行する。第二次大極殿・ 朝堂院の造営は『平城宮発

掘調査報告 �』では、一応恭仁京か ら遷都 した後と考えているが、恭仁京遷都

以前から造営が進められていた可能性がないわけではない。 いずれにせよ、天平

神護元 (765)年 に大嘗祭を行った称徳天皇が B期 の大嘗宮を使用 したことはあり

えない。

出土遺物か らみると、廻立殿 S B l1900の 柱抜取穴か ら、上層 (C期 )の 大極

殿・ 築地回廊所用軒丸瓦である6225Aが 出上 した。大嘗宮の施設は短時日の内に

とりこわされるものであって、その建物の柱抜取穴から次の時期に多用 される瓦

が出上 したということは、今回検出の大嘗宮遺構が、 C期 に近い時期に営まれた

ことを意味する。従って、 この大嘗宮を C期 か らより時間差の大きい元正天皇の

ものと考えるよりは、聖武天皇 と考えるのが妥当であろう。

このように考えると、軒丸瓦6225A型式は、聖武天皇即位の神亀元 (724)年 の

前後に既に製作されていたことになる。 6225型式の瓦の年代観はⅡ期 (養 老 5年

～天平 17年 )に位置づけられていたが (『 基準資料  Ⅱ』解説 )、 『平城宮発掘調

査報告 �』ではⅢ期 (天 平 17年 ～天平勝宝年間)に 変更されてた。上述の立論

からすれば、6225A型式はⅡ期に位置づけるのが妥当なように思われる。 もっとも、

今回の発掘成果のみからこの結論を出す ことは尚早であり、今後充分な検討が必

要であろう。
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大嘗祭の行事  「儀式」「延喜式」に拠る

つ
る

(3)

(1)悠紀・主基両斎国の卜定 (4

月)・ 斎田斎場 (稲 実殿地 )

の造営、斎田経営。

抜穂使の派遣と抜穂の行事

(9月 )。 抜穂に先立ち大抜、

抜穂の後祭典。御稲上京。

北野斎場での行事 (10～ 11

月 )。 北野斎場の 卜定。外院

・ 内院・ 神服院の造営。白酒

・ 黒酒の謹製。御贄 (紀伊 。

淡路 。阿波)の調備。神服の

?        I_____________――f° 尺

□□
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1物 部女等宿屋
2  F写

3使 政所屋
4抜 穂使 宿屋
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6五 間屋
7高 萱御 倉
10 8入 神殿
9造 酒童女宿合
10 歩鷺  lH
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(4)

(10月 下旬 )。

(5)大嘗宮造営行事 (祭 日 7日

前者工∵両斎国担当)。  斎  
第13図 斎田斎場建物配置図 (A)引ヒ野斎場配置図 (B)

場の 卜定 と造営資材を採取する山野の 卜定 (8月 )。 資材運搬 (祭 杷 10日 前 )。

地鎮 (祭 祖 7日 前 )。 造営工事着工、 5日 間で竣工。廻立殿の造営 (木工寮担

当 )。

(6)北野斎場から大嘗宮へ供神物供納 (11月 卯 日当朝 )。御飯・ 神撰の調備。

(7)御 湯殿の儀 (廻 立殿)。 悠紀・ 主基正殿の儀 (卯 日夜～翌暁 )。

18)大嘗宮斎殿の鎮祭 (辰 日朝 )、 のち大嘗宮の壊却。

(9)辰・ 巳・ 午 日の節会。
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大嘗祭関係史料抄

1 儀式 巻第三 践TTF大嘗祭儀中
祭に先んずること十余日、おのおの大嘗宮の料の雑材丼びに萱を、朝堂第二殿の前に運び置

く。祭に先んずること七日、大嘗宮の斎殿の地を鎮む。……その宮地は東西廿一丈四尺・南北

十五丈、これを中分して東を悠紀院とし、西を主基院とす。その宮垣の正南に一門を開く (高 さ

広さ各一丈二尺 )。 内に屏籠を樹つ (長 さ二丈 )。 正東の少 し北に一門を開 く。外に屏籠を樹

つ (長 さ二丈五尺 )。 正北にまた一門を開 く。内に屏籠を樹つ。正西の少 し北に一門を開く。

外に屏籠を樹つ。南北の両門の間に縦に中籠あり (長 さ十丈 )。 その南端に道を通す (道の南

の範長さ一丈。道の北の籠長さ九丈 )。 中籠以東一丈五許尺に悠紀の中垣あり。その南北両端

に各小門を開く(南北の宮垣と相去ること各三丈 )。 その南北の門の間に中垣あり。その南に縦

に五間の正殿一宇 (長 さ四丈、広さ一丈六尺 )。 正殿東南に横に御厠一宇 (長 さ一丈、広さ八

尺 )。 中垣の北六許尺に横に五間の膳屋一宇 (そ の制正殿に同じ)。 西二間を盛所となす。北

垣の南六許尺に横に三間の臼屋一宇 (長一丈六尺、広さ一丈、盛殿の東の頭と相対す )。 その

西に縦に神服柏棚 (左右各四柱あり。長さ一丈五尺、広さ五尺、高さ四尺 )。 主基院の制、皆

悠紀に准ず。……木工寮、大嘗院以北に横に五間の廻立殿を造る。

2 北山抄巻第五 大嘗会事
祭に先んずること七日、両国龍尾道の前に大嘗宮を造る (東は悠紀、西は主基。先んずるこ

と十余日、雑材等を第二殿前に運び置く。殿地を鎮祭す。畢 りなば諸エー時に起ち、その宮五

日の内に造り畢る)。 その北三許丈に木工寮廻立殿を造る。 (卯・酉を妻となし、東南に戸あ

り)。 東に去ること二許丈、片庇を造り、御釜殿となす。

3 続日本紀
a 元正天皇 霊亀 2(716)年 11月 辛卯 大嘗す。
b 聖武天皇 神亀元 (724)年 11月 己卯 大嘗す。備前国を由機とし、播磨国を須機とす。
従五位下石上朝臣勝男・石上朝臣乙麻呂、従六位上石上朝臣諸男、従七位上榎井朝臣大嶋

等、内物部を率い、神楯を斎宮の南北二門に立つ。

C 孝謙天皇 天平勝宝元 (749)年 11月 乙卯 南の薬園の新宮にて大嘗す。
d 淳仁天皇 天平宝字 2(758)年 11月 辛卯 乾政官院に御 して大嘗の事を行う。
e 称徳天皇 天平神護元 (765)年 11月 癸酉 廃帝既に淡路に遷り、天皇重ねて万機に臨
む。ここにおいて、更に大嘗の事を行う。美濃国を以って由機とし、越前国を須伎とす。

庚辰 詔して日、一又詔して曰く、今勅りたまわく、今日は大新嘗の直会の豊の明り聞こ
しめす日に在り。然るにこのたびの常より別に在る故は、朕は仏の御弟子として菩薩の戒

を受け賜いて在り。これによりて上つ方は三宝に供え奉 り、次には天社・国社の神等をも

いやびまつり、……と宣りたまう。

f 光仁天皇 宝亀 2(771)年 11月 癸卯 太政官院に御 して大嘗の事を行う。参河国を由
機とし、因幡国を須岐とす。

g 桓武天皇 天応元 (781)年 11月 丁卯 太政官院に御 して大嘗の事を行う。
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北面大垣の調査 (1) 第156-3次

住宅改築に伴う事前調査である。当該地は平城宮北面大垣が通ると推定 される

位置にある。調査区は東西二区に分け、東区が 13m× 3m、 西区が 5m× 3mの

2本の南北 トレンチを設定 した。 この うち西区については顕者な遺跡・ 遺物は検

出されず、現地表下25～40cmで地山を確認 したにとどまった。一方、東区では溝

1条、土壊 7基等を確認 したものの、北面大垣の関連遺構は検出できなかった。

トレンチ北端部は地表下約10～ 20cm、 南半で約50cmで黄褐色砂質上の地山にいた

るが、その間に幅約 5mの 東西溝を検出 した。またそれと重複 して大小の土媛が

あるが、土壊群は近世以降のものである。東西溝は最深70cmあ るが、底か らやは

り近世の陶器 。瓦が若千出上 したのみで、古代に遡 る可能性は少ないであろう。

(2) 第 156-31次

平城宮跡北西隅近 くに位置する御前池南岸の市道拡幅工事に伴 う事前調査で、

計 3カ 所、延面積約77ポ の調査区を設けて調査を行 った。第101次 調査では、 こ

の市道の南にある佐紀池の池底で自然の谷地形を利用 して造成 したと考え られる

奈良時代の園池 S G 8500の 東西両岸を検出 しており、本調査はこの汀線の延長部

分を明らかにすることを目的としていた。

調査区が部分的であったため、 S G 8500の 汀線の延長を明 らかにすることはで

きなかったが、東端と西端の両調査区では現御前池の中心部に向って急勾配で傾

斜 していく黄灰色 。青灰色砂質上の地山面を検出 し、谷地形がさらに北側へのび

ていることが判明 した。おそらくS G 8500は 、第101次調査で得た池幅よ りもさ

らに狭 くなり、北側へのびていたのであろう。それにして も今回の調査区の北約

70mの位置には平城宮北面大垣が想定 され、今後の調査によって、 S G 8500北側

汀線の位置の確定、およびこの谷地形 と大垣 との関係等が明 らかにされることを

期待 したい。
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昭和59年度 平城京内発掘調査地一覧

調査次数 区地査調 面積ポ J・l 査 期 間 備 考 発)E担当者

136-18

-22

※158

※156- 4

-17

-6

※  -8

-27

-33

※160

156- 2

※   -14

※  -23

※  ―H

※   -26

※  -1

※   -21

-10

162

※156-15

-32

※  -9

-25

-28

次数外

左京二条三坊三坪

″ 二条三坊六坪

〃二条六坊十二坪

″三条三坊三坪

〃三条四坊四坪

〃 四条二坊一坪

″ 四条二坊十五坪

〃五条二坊一坪

〃五条五坊九坪

〃八条一坊三・六坪

〃 九条一坊三・六坪

〃九条大路

″ 九条大路

右京北辺四坊

〃 一条二坊一坪

″一条二坊五坪

〃 二条二坊八坪

〃 二条三坊十二坪

″三条三坊
四・五・六坪

″ 五条三坊十二坪

〃 八条一坊十四坪

興福寺境内

元興寺境内

薬師寺境内

法華寺町205-1

法華寺町190-1

北魚塁西町

大宮町 7丁 目 1

大宮町 3丁 目204-1

四条大路 1丁目甲814-1

四条大路 1丁 目762

大安寺町559他

大森町39-1他

杏町197-1

西九条町 5丁 目4-8

東九条町722-3

東九条町・北之庄町

西大寺宝ケ丘776-1

佐紀町15-1

西大寺栄町2296-1

西大寺芝町2106

菅原町字rlh242他

宝来町64

五条町字西山691他

大和郡山市九条町132他

東向中町 5-1他

中院町 5-1

中院町 4

西の京町字寺内

400

180

610

139

176

760

750

480

350

3,300

270

90

886

15

39

187

70

1,340

1,820

35

324

10

17

315

1,000

84  8 17-- 9 22

84 11  8--11 20

84  7  4- 8 16

84  4 23-- 5  1

84  8  1- 8 13

84  5  4- 5 24

84  5 22-- 6 29

84 12 13-12 27

85  3  4-- 3 27

84  8  7--10 26

84  4  2-- 4  7

84  7  4-- 7  6

84 11  7-11 28

84  6 22

84 12 13-12 15

84  4  2-- 4  9

84 10 11--10 18

84  6 11-- 7  5

8`4 11 21--12 25

84  7 20- 7 23

85220-32

84  5 25-- 5 26

84 11 16--11 19

85  1  7- 1 10

85  1 16-- 4 27

杉本政春宅

本IJ義美宅

奈良女子大学

関西電力
奈良変電所

大同建設帥

渡文爛

西lJ利夫宅

染川幸三宅

稲田病院

スギノテクノ爛

油谷鉄工爛

奈良県
浄化センター

奈良市都市計画課

吉見良三宅

中川勝宅

ダイワビル爛

上田明宅

三和住宅爛

奥村ハウジング爛

松久保秀胤宅

大和郡山市

浅 川
ハーベストビル爛

紀藤好昭宅

木村惣一宅

薬師寺

高瀬 要―

松村 恵司

森  郁夫

深澤 芳樹

橋本 義則

金子 裕之

岩永 省三

松村 恵 1可

杉山  洋

毛利光俊彦

宮本長二郎

毛利光俊彦

山本 忠尚

山崎 信二

綾村  宏

金子 裕之

西  弘海

深澤 芳樹

西  弘海

毛利光俊彦

千IJ 岡1道

宮本長二郎

西  弘海

工楽 善通

上野 邦一

※は本文には収録せず。巻木「その他の発掘調査一覧」参照。
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左京二条三坊三坪の調査 第 156-18次

店舗建設に伴う事前調査である。調査地は法幸寺町の国道24号 バイパス北側の

水田であり、三坪の南辺中央部にあたる。調査地南東の一段高い畑は、三坪 と四

坪間の坪境小路の遺存地割 と考えられている。従って本調査では小路の検出と三

坪内の様相を確認することを主たる目的とした。

発掘区の層序は上から黒色腐植土 (耕土 )、黄灰色砂質土 (床土 )、淡灰色砂質上、

赤褐色砂質上、灰色粘質上、暗灰色粘質土 (遺 物包含層 )、 青灰色粘質土 (地 山 )

の順である。耕土上面か ら地山面までの深さは1.1～ 1.3mと やや深い。発掘区の

北から約 %の範囲には地山上に厚さ 5～ 10cmの砂が堆積 しているが、 これは平城

京造営以前の川の氾濫によるものである。遺構はこの砂を含めた地山上面 と、暗

灰色粘質土上面で検出したが、地山上面で検出 した遺構は重複 し、 さらに 2時期

に分かれる。以下、古い方か らA期 、 B期、 C期 とし、その概要を記す。

A期 溝 1条 と建物 3棟がある。発掘区南部で検出した素掘りの東西溝 S D01は 、

幅2.4m、 深さ0.4mで 、溝の堆積土は上下 2層 に分かれる。上層は黒色粘質土か ら

なり、奈良時代後半期の上器等を含む。下層は灰色粗砂を主 とし、奈良時代前半

期の上器を包含する。下層溝が A期 の S D01Aに あたり、上層溝が B期 の S D01

Bである。位置および年代か ら、坪境小路北側溝と推定 した。 S B02は 発掘区中

央の南北棟掘立柱建物である。果行 2間、桁行 6間で、柱間寸法は梁行2.Om(6.

8尺 )等 間、桁行は中 4間 が2.4m(8尺 )等 間で、南北両端がそれぞれ 2.5m、 2.

7mと 広 くなる。この広 くなった両端の棟通 りには 1間 内側にも柱穴がある。 この

柱穴は側柱と同大の掘形・ 柱痕跡があり、かつ柱間寸法が広いことか ら、身舎の

妻柱と考えられる。つまり、 この建物は南北棟の両妻に廂が付 く。 S B07・ 08は

いずれもS B02に 柱筋を揃える掘立柱建物である。建物の一部を検出 したにすぎ

ないが、両者とも東西棟の可能性が高い。東西棟建物ならば S B07は S B02の 南

か ら 3間 目の柱筋に南側柱筋を揃える建物で、異行の柱間寸法は2.Om(6.8尺 )

等間であり、 S B02と 同規模になる。同 じくS B08は 東妻柱筋を S B02の 西側柱
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筋に揃える建物で、柱間寸法は果行 2.25m(7.5尺 )等 間、桁行 2.4m(8尺 )で あ

る。

B期  3棟 の建物と前述の東西溝上層 S B01Bが ある。 3棟 はすべて東西棟掘立

柱建物で、西妻柱筋を揃え整然 と建ち並ぶ。南か ら S B03・ 04・ 05で あ り、いず

れも梁行は 2間であるが、桁行は 2間 分を検出 したにとどまる。柱間寸法は建物

ごとに多少異なるが1.8m(6尺 )か ら2.25m(7.5尺 )の間である。

C期  発掘区北部の総柱建物 (S B06)1棟 がある。遺構は暗灰色粘質土上面か

ら掘 り込まれている。暗灰色粘質上には大量の遺物が含まれ、その多 くは奈良時

竺:妄尋吾至:「量暮書決層悟壕漕至揺嘗:§:テ A
ていた。従って、 S B06は鎌倉時代以降の建物であ

る。東西は 4間分、南北は 5間 分確認 したが、さら

に発掘区外に続 くであろう。

以上のように今回の調査では、三・ 四坪間の坪境

小路北側溝を検出するとともに、三坪の土地利用の

一端を明らかにした。三坪は東二坊大路に面 し、平

城宮に近接 した位置にあることから、高位の貴族の

邸宅が営まれていたと推定できるが、今回検出 した

A期、 B期 の奈良時代に属す建物群は、それを裏付

けるような整然とした建物配置であった。 しか し、

これらの建物はその大きさや配置か ら見て、宅地の

中核を構成するものではな く、付随する雑舎群であ

ろう。また、発掘区北部にかかる S B06は 総柱であ

ること、規模が大きいこと、柱掘形底に玉石を据え

ることなどの特徴をもち、その性格を明 らかに し得

ないが、中世における平城京跡の姿を考える上で重

要な手がかりになる遺構である。

9              ,m

粁。とごと

0肝 ¬
占 ⅢDEQ4日o
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左京二条三坊六坪の調査 第156-22次

法幸寺町における自動車販売店建設に伴 う事前調査である。調査地は、先に実

施 した第 156-18次調査地の 3筆東の水田で、六坪の中央南端部にあたる。南北

18m、 東西 10mの 調査区を設定 したが、第 156-18次調査検出の坪境小路北側溝は

調査区南 7mの 敷地外に位置する。調査区の基本層序は、現地表か ら客上、旧水

田耕土、床土、灰褐色砂質粘上、灰色粘上の順であり、地表下 1.2mで奈良時代の

遺物を包含する暗灰色粘土層に達する。遺構は遺物包含層直下の暗褐色粗砂層上

面 (地表下 1.4m)で検出した。遺構検出面は佐保川の氾濫原の最上部にあたり、

軟弱な細砂層が検出面下に厚 く堆積する。検出 した遺構は掘立柱建物11棟 、土壊

2基、井戸 1基、自然流路 2条 などであり、遺構の重複関係・ 方位・ 出土遺物か

ら、弥生時代以降中世に至る 6期 の遺構変遷をとらえることができる。

A期 (弥 生～古墳時代)調 査区の北端 と中央部に 2条 の自然流路 S D01・ 02が

存在する。深さは0.6m前後で、南東か ら北西に向って流れる。流路内に堆積する

砂層からは、畿内第V様式の弥生土器 と布留式上器が出土。奈良時代以降の遺構

は、この流路上に構築される。

B期 (奈 良時代前半)掘 立柱建物 S B03・ 04・ 05、 土壊 S K06が存在する。建

物の方位は北でわずかに西に振れ、平城京の条坊方位に近い。 S B03は 3間 × 2

間の南北棟で、柱間は桁行 。異行 ともに 6尺等間。 S B04は SBの 西10尺 に位置

する東西棟の東妻部分である。 6尺等間で S B03と 北側柱筋がそろう。 S B05は

S B03と 東側の柱筋をそろえた 2間 × 2間以上の南北棟。柱間は桁行・ 梁行 とも

に 9尺等間である。 S K06は 深さ0。 lm前後の浅 く不整形な土装で、 B期の建物解体

後に掘 られた塵芥処理用の上媛とみられる。土壊内からは平城宮Ⅱの上器が出土。

C期 (奈 良時代中頃) B期 の建物配置を踏襲 したまま、北方に掘立柱建物を建

て替える。掘立柱建物 S B07・ 08は S B030 04と 同規模であるが、いずれも矩形

の柱掘形に変わる。建物の北への移設に伴い、調査区の南東隅に丼戸 S E09が 掘

られる。 S E09は 2.5× 2.Om前後の掘形をもつ 2段掘 りの井戸で、検出面か らの
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第16図 左京二条三坊六坪発掘遺構図
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左京三条四坊四坪の調査 第 156-17次

本調査はマンション建設に先立つ事前調査である。昨年、本調査区の北で四坪

北東辺を調査 (第 151-18次 調査)し 、三・ 四坪坪境小路 と南側溝を検出、 さら

に四坪内の情況の一端をも明 らかにした。今回は昨年度の調査で検出 した遺構 と

関連 した遺構の検出を目的とした。主な検出遺構は掘立柱建物 4棟、掘立柱塀 ユ

条等である。耕土・ 床上下の黄灰褐色及び黄茶褐色の 2層 の砂質土面で縦横に走

る多数の溝を、また奈良時代の遺構はその下の青灰色粘質土面で検出 した。

掘立柱建物 S B01は 桁行 3間以上、梁行 2間の南北棟。柱間寸法は 8尺等間。

北妻の棟通りの柱穴を断ち割 ったところ、掘形南寄 りで柱痕跡直下に礎盤 と思わ

れる木質が残存。 S B02は 2間分を検出。南北棟の南妻柱列にあたるか。検出し

た 2間の柱間寸法は 8尺 等間。 S B03は 2間 を検出。柱間寸法は 9尺等間。 SB

04は桁行 5間以上の東西棟北側柱列にあたるか。柱間寸法は 8尺等間。 S A05は

掘立柱東西塀で 3間を検出。柱間寸法は中央が 9尺、両端が 7尺。

S B01の 柱掘形・ 抜取穴か ら奈良時代中頃以降・ 後半の遺物が出土、黄茶褐色

砂質土層から新 しい時代のものを混 じえない奈良時代後半を主体 とした遺物が出

土 したこと等から、今回検出した遺構は奈良時代後半に属すると考え られるが、

昨年度の調査で検出した遺構 と直接関連する遺構については検出できなかった。

一 x‐ -148442

第17図 左京三条四坊四坪発掘遺構図
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左京四条二坊一坪の調査 第156-6次

1 調査の概要

本調査は、ホテル建設に伴 う事前調査として実施 したものである。調査地は標

記の坪の中央北寄りのところで、調査地の西南に接 して昭和 58年 度に発掘調査

を実施 した植田商事株式会社がある (第 151-1次 調査、以下第一次調査区と称

す)。調査対象は、当初三条通 りに面 した倉庫跡地であったが、南に接す る水田を

駐車場として使用することが急拠決まり、北側の調査が終了 した段階で南側に発

掘区を拡張 した。発掘面積は約760r、 調査期間は昭和59年 5月 4日 か ら 5月 24

日までである。

層位 発掘区北側の倉庫跡地は水田耕上の上にガラを約 lm盛上 していたが、そ

の他のところでは水田耕土 (15 cm)、 床土 (15 cm)、 黄褐色粘土ないし茶褐色粘質土

と移行する。遺構はすべて この黄褐色粘質土ないし茶褐色粘質土層の上面で検出

した。遺構面の最高所は海抜59.5m前後である。遺構面か ら約 1.5m掘 り下げて

土層を観察 したところによると、 この黄褐色粘質土は次第に砂粒分を多 く含み、

以下粘土層と細砂層が互層状に堆積 し、 lm以 下は灰色荒砂層へと移行 した。 こ

の間遺物はなく、これらの層が堆積 した年代を知 ることはできなかった。

2 遺構の時期区分

検出遺構は掘立柱建物 8棟、掘立柱塀 4条、溝 2条、土竣などである。遺構は、

遺物や遺構の状況から、奈良時代以前と奈良時代 3期の合わせて 4期 に区分できる。

以下、時期ごとに遺構の概要を述べよう。

奈良時代以前 溝 1条 と土壊 1基がある。 S D 3006は 発掘区の南端付近にある。や

や隅丸方形状に曲る溝で、総長19m分 を検出した。溝幅 は、約 0.4m、 検出面

か らの深 さが 0。 lmで ある。一部が南北棟 S B 3007の 柱穴と重複す る。 この溝の

年代を決める遺物はないが、同様の埋土をもつ溝 S D 2593・ 2594が第一次調査区

の西南隅にあり、古墳時代の上器が出土 している。南北棟 S B 3008の 身舎部分で

検出 した S K 3022は 、径が 0,5m、 深 さが 0。 2mの 小土竣で、古墳時代の高杯破
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片が出土 した。なお、関連遺構は未検出だが、第一次調査区と同様に本調査区で

も埴輪片が出上 している。付近に古墳があったのであろうか。

奈良時代前半 この時期の遺構には、掘立柱建物 5棟、塀 2条がある。 S B 3007は 、

4間 2間 の南北棟建物。柱間は2.5m(8.3尺 )等 間で、柱はすべて抜 き取 って

いる。 S B 3014・ 3015は ともに妻柱のみの検出だが、 S B 3007と 一体となる東西

棟と考えるもの。両建物の妻は、 S B 3007の 妻から東 9m(30尺 )に 位置する。

S B 3014は 南廂があり、廂の出が2.lm(7尺 )、 果行が1.5m(5尺 )等 間。 S

B3015は 梁行が2.lm(7尺 )等 間である。 ともに柱の抜取痕跡が ある。 S A30

16は S B 3007の 南2.2mに ある東西塀。 3間 分を検出、柱間は 3m～ 3.2mで あ

る。柱掘形が小さく、塀以外の機能を考えるべ きか。

S B 3008は 4間 3間、西廂を もつ南北棟建物。北の妻柱は、のちの S B 3009・

3010に より破壊されている。柱間は桁行 と身舎の梁行が1.8m(6尺 )等 間、廂

の出が2.4m(8尺 )である。柱穴には抜取痕跡がある。西側柱筋 は、 ほぼ一坪

の東西 2等分線上にある。 S B 3013は 妻柱のみの検出だが、 S B 3008と 一体の東

西棟と考える。側柱の掘形はかなり大きいが、妻柱のそれは小さく浅い。また梁

行寸法 も北から1.7m、 2.lmと 不等である。 S A 3012は 2間 の南北塀。柱間は

1.2m(4尺 )等 間。

この時期 の年代 を決める遺物 は、平城宮 Iの 転用硯が S B 3007の 柱穴から、

奈良時代前半期のやはり転用硯が S B 3015の 妻柱穴か ら、それぞれ出上 した。

奈良時代中葉 この時期の遺構は建物 1棟、溝 1条 である。 S B 3009は 7間 4間

の四面廂東西棟建物である。柱掘形は、一部が同 じ位置に建替えた S B 3010の 柱

穴 と重複するが、一辺が身舎部分では0.7～ 0.8m、 廂では0.5～ 0_6mで ある。

柱間は桁行・ 果行とも 3m(10尺 )等 間である。 S B 3009の 東西の中心は、一坪

の東西 2等分線の東 3m(10尺 )に ある。また棟通 りは坪の北か ら33m(110尺 )

の位置にあり、その位置と建物規模か らみて、 この坪の中心的建物であろう。 S

D3020は 坪の北か ら15m(50尺 )南、 S B 3009の 棟通りから18m(60尺 )北 にあ

る東西溝。位置からみて、坪の北辺を画す坪内道路の側溝であろうか。幅0,7m、
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深さ0.5m、 6m分 を検出 した。

この時期の年代は、 S B 3009の 北入側柱か ら平城宮Ⅱ (730年 頃)な い しⅢ

(750年 頃)の 上器が出上 したので、 これを上限年代 とみることができる。

奈良時代後半 建物 2棟 と塀 1条 がある。 S B 3010は S B 3009と 同位置に建替え

た 7間 3間の東西棟で、南を除く三面に廂をもつ。柱間は桁行と廂の出が S B 3009

と同様に 3m(10尺 )等間だが、身舎の異行部分が3.6m(12尺 )等間である。両

方の建物は北側柱筋が一致するため、北側柱と入側柱の住穴は完全に重複 している。

S B3010の 柱掘形は一辺が1.5m前後と大きく、また一部で特殊な地業を行ってい

る。つまり、典型的な例でみると、柱掘形を一度深さ0.8mま で掘 り下げ、途中ま

で版築状につき固めながら埋め戻し、根石をいれる掘形を再度掘って玉石をいれ、

その上に木の礎盤を敷き、柱を立てるものである (第 19図 )。 この場合根石をいれる

掘形を、抜取穴のように柱掘形の外側から掘りこむ例 (第 19図 5・ 6)や、根石の

代わりに埠を入れこむ例 (第 19図 4)な どがある。柱穴はすべて抜取痕跡がある。

上の工法は北の入側柱筋、側柱筋に顕著で、南側柱筋ではみられないようである。

S B3011は 、 7間 2間の東西棟建物で、柱間は桁行、異行とも3m(10尺 )等

間で、 S B 3010と 柱筋を揃え る。柱掘形 は一辺 0。 8mか ら1.8mの 超大型の もの

まであるが底は浅 く、柱位置には玉石を敷き礎盤 としている。 SB3010と 同様、

この玉石の上に木の礎盤をおいた可能性 もあるが、掘形の底が乾燥 していたため

か木の礎盤の痕跡は見い出せなかった。各柱穴には抜取痕跡があり、一部の玉石

を掘り起 したり、完全に抜き取 っていた。

S B 3011と S B 3010と の間隔は3.9m(13尺 )。 2棟の建物は柱筋 を揃え ること

や柱の立て方に共通性のあるところか ら一連であろう。建物の間隔が13尺 と狭い

のは軒を接 して 2棟を一体化 し、広い室内空間を確保する方法である。 このよう

に大型の建物を南北に並列 し、全体をひとまとまりの殿舎にする方法は、奈良時

代後半の平城宮第一次大極殿地区の前殿・ 中殿・ 後殿 (SB6610・ SB6611・ SB7150)

にみられる。

S B 3010の 北にある東西溝 S D 3020に 接 して東西塀 S A 3021を 設ける。 この塀
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はSB3010の 中軸線上にあたる東西 3m分が途切れており、 その間に 2間 分の小

さな柱掘形がある。溝に渡 した橋の跡か、簡単な門のような施設があったのであ

ろう。

この時期を奈良時代後半 と したのは、 SB3010が SB3009の 建替・ 拡張であ る

ことによる。この建物の柱抜取穴か ら黒色土器風の上器が出上 しているので、 こ

の時期の下限は平安時代初期に降る可能性がある。なお、北側柱の柱抜取穴か ら

三彩陶器片と、軒丸瓦6308A(瓦 編年のⅡ期)が出土 している。

まとめ 本調査区の遺構 とその配置を述べたが、それ らは奈良時代の前半 と中葉

以降とで大きな違いがある。 こうした変化は本調査区のみによる現象か、一坪全

体に及ぶのかをさらに検討するために、第一次調査区の成果ともあわせ、再度考

察することにしょう。

3 -坪 の宅地割と変遷

ここで、本調査の成果 と第一次調査の成果を合わせ、一坪の宅地割を考えてみ

よう。第一次調査の成果は、『平城京左京四条二坊一坪発掘調査報告』 (奈 良国

立文化財研究所 昭和59年  以下単に報文と略す)と して公刊 している。 この調

査で検出した遺構 も本調査 と対応する 4時期に区分できるので、両調査区をあわ

せた奈良時代の遺構と宅地割の変遷を検討する。なお、上の報文で推定 した建物

配置は、 以下に述べる如く、 本調査の成果によって大幅な修正が必要となった。

一坪の規模 宅地割を論ずる際の前提 となる一坪の規模について、まず述べてお

こう。従来の京内調査と遺存地割の計測とによって、平城京条坊の計画寸法は18

00尺 (令 制 1里 )で あること、この基準尺 は 1尺 =0.295～ 0.296mで あることが

判明 している。坪の計画寸法は450尺であるか ら、坪の南北 。東西の規模を求め

るのは、ここから三条大路 と一坪 。二坪の坪境小路、東一坊大路と一坪 と八坪の

坪境小路の幅員の 1/2を各々減 じればよい。 この道路のうち、東一坊大路の路幅は

平城宮東南隅 (第 32・ 39次 )調査で検出した溝心々で23～ 24m(8丈 )と 判明 し

ている。三条大路と各々の坪境小路の幅員は発掘資料がな く不詳だが、仮に三条

大路を 8丈、坪境小路を 2丈 として求めると、一坪の規模は方400尺 となる。次
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に、400尺 四方の坪内に建物がどのように配置されていたかを知るには、一坪の

四至の座標値が必要である。過去 2回 の調査では、条坊遺構を検出 していないの

で、調査区付近で得ている条坊遺構の座標値、すなわち東一坊大路 と二条々間路

心の交点、左京三条二坊十坪と十五坪の坪境小路心、および平城宮の朱雀門心

の座標を用い、条坊の東西・ 南北の振れは、平均化 した朱雀大路の振れ (NO° 15′

50″～ 0° 16′ 24″ W)と 同一 と仮定 した。計算によって求めた一坪の四至の座標

は、以下の通りである。

尺 =0.296m

A  -146.683.359,-17.916.635

B    ―- 146.684.367, - 18.049.834

C  -146.551.169,-18,050.442    C

D  -146.550.561,-17.917.243    D

尺 =0.2953m

A  -146.681.566,-17.916。 961

B  -146.682.172,- 18.049.844

- 146.549。 279, - 18.050.451

- 146.548.673, - 17.917.568

二つの値による計算値の差は約 6 cmであり、 ここでは尺 =0.296mと してお く。

奈良時代前半の宅地割 この時期の検出遺構は、南北棟建物 3棟、 東西棟建物 4

棟、塀 3条 である。 桁行が 4間 か ら 5間程度の規模の小 さい南北棟 1棟 に、東

西棟 1～ 2棟程度がグループになるようである。坪内部を区画する施設は未検出

なので、建物配置に注目して各々のグループの宅地割を検討 してみよう。

SB 3007・ SB3008の 西側柱はほぼ坪の東西 2等分線上 に位置す る。この 2等 分線

を境として東と西とでは、後に述べる南北の分害`1の方法と関連させると建物配置

に若子の差があり、この坪は、中軸線で東西に 2分 (二 行)し たようだ。 この東

西各々をさらに 2分 (四 行)し たか否かは中軸線の東側では不詳だが、西側から

第 1の 4等分線が東西棟SB2582の 東から 4間 目の柱筋と重なるので、 ここは未

分割であったようである。次に南北の分割はどうであろうか。従来の平城京内の

調査では、溝や塀によって南北に 2・ 4・ 8等分する例がある。東市北側の左京

八条三坊九坪では、坪の南からほぼ
1/4坪、 1/8坪 、 1/8坪、 1/8坪 の順に区画していた。

この場合、最小単位の 1/8坪 とは南北50尺 (14.8m)で ある。

これらをもとに、一坪の遺構配置を検討 してみよう。まず、東半部は S B 3008
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と S B 3013、 S B 3007と S B 3014・ 3015が組みになるとすると、北か ら1/8坪、斃

坪、拷坪の順に分割 していたことになるし、 S B 3013と S B 3008が各々独立の宅

地を占めたとすれば、北から1/8坪 、‰坪、 1/8坪 、 1/4坪 の順になる。他方西半部は、

8等分線の南か ら第 1の 線が S B 2582の 棟通りに、同じく第 3の線が S B 2605の

南 1間 目の柱位置にくるので、南から1/4坪、 1/4坪 の順だったのであろう。

このように奈良時代前半の宅地割は、坪を東西に 2分割 し、 さらに南北を 8分

割する、いわゆる二行八門制を基本 とした可能性が強い。

奈良時代中葉の宅地割 この時期を境に、一坪の宅地割は一変する。坪のほぼ中

央北寄りに、 7間 4間 の四面廂の正殿 S B 3009が建つ。建物の中軸線は坪の中軸

線の東 3m(10尺 )の位置にある。建物の前面は広場とする。 S B 3009の 南51.6

m(172尺 )に は柱間2.7m(9尺 )の 東西塀 S A 2590が あ り、 この塀の南には

南廂をもつ 5間 3間 の東西棟 S B 2580と 5間 2間 の南北棟 S B 2585が ある。 SB

2580の 北側柱と S B 2585の北妻は S A 2590の 南4.5m(15尺 )で 柱筋を揃え る。

S A 2590が S B 3009を 区画する塀 として正殿の正面に門を開 くのか、あるいは S

B2580。 SB2585を区画するものか明らかではないが、前者の場合、 この門の規模を

柱間 9尺で 3間 2間 と仮定すると、発掘区の東端から 2間で門にとりつ く。後者

の場合、発掘区の東端で途切れる可能性がある。建物の全体配置は未掘部分が多

いが、この坪全体がひとつの宅地化 したことは、ほぼ疑いがない。

奈良時代後半の宅地割 前代の正殿 S B 3009は 二棟が一体となった SB3010。 SB30

11に 建替え、南北により大規模化する。第一次調査区のSA2590や SB2580・SB25

85は 廃 し、 S A 2590の 北14.5m(48.3尺 )に 新たに柱間2.65m(9尺 )等 間の東

西塀 S A 2608を 設ける。 この塀の東 6間 目か ら柱間が3.3m(11尺 )と 広 く、 ま

たこの塀に直交する塀 も、北 上間分は柱間が3.3mと 広 く、報分では、 ここに 7

間 4間 の大きな東西棟建物SB2610を 復原 している。 しか し、今調査区内にそ う

した建物は見い出せず、 この復原案は成立 しない。ではSB2610が 建物な ら、 ど

の程度の規模を考えるべきであろうか。 S B 2610が東西棟か南北棟かをまず検討

してみよう。これは調査区との関係か らみて、 S B 2610が正殿の西側のみにあっ
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たのか、東西の対称位置にあったのかによって規模が変 って くる。図上で割 りつ

けると間数は柱間が11尺 のとき、前者なら 3間 以内、後者な ら 2間程度である。

3間では、SB2610の 東妻の位置は正殿の西妻よりも東に くるので、桁行 はせい

ぜい 2～ 3間 で、かなり不体裁な配置となる。 こうした点 を考慮す るな らSB26

10は果行 2間 の南北棟とし、東西対称の配置を想定する方が合理的であろう。

次に、 SB2610の 南妻か らSB3011の 南側柱までの距離 は、 23.lm(77尺 )で

ある。 これはSB2610の 柱間寸法のちょうど 7間分にあたる。 ただ し、桁行 7間

とすると、 8B2610の 東北隅の柱 とSB3011の 西南隅柱の間隔が 2.2mし かな く、

両建物の軒が接する可能性 もある。それ故桁行を 5間 と考えた方がよいかも知れ

ない。 ここではSB2610は 7間 ないし 5間 2間の南北棟で、南 1間 分に間仕切か

廂を設 けた建物 としてお こう。 SA2608の 南 1l mに 丼戸 SE2600が ある。 この井

戸は、平面八角形の蒸籠組の井戸で、枠木の基礎には長方形簿 を敷設 していた。

井戸の掘形から天平末年の土器が出土 しているので、設置が奈良時代中葉に遡る

可能性がある。 ちなみにSB3009の 棟通 りか ら丼戸心まで47.7m(159尺 )、 中軸

線か ら21.5m(70.2尺 )である。井戸の東側には、井戸の目隠塀が 4条 ある。 ま

ず、SA2588・ SA2606は SB2610の 西側柱に柱筋 を揃えた 2条 の南北塀である。

SA2588は 4間 、 SA2606は 2間 、両塀 の間隔 は8.3mで あ る。 SA2588の 東 2.

4m(8尺 )に も、やはり南北に筋を揃えた 2条 の南北塀 SA2587・ SA2579が

ある。 SA2587は 4間、井戸心の東4.5m(15尺 )に ある。 SA2579は 2間 分を

検出。両塀の間隔 も先の塀 と同様 に8.3mで ある。

むすび 一坪の宅地割は、奈良時代の中葉にそれまでの二行八門制を基本 とする

宅地割から、坪全体をひとまとまりとした形態に変化する。坪の中央北寄 りには

大きな正殿があり、この正殿はのちに、 2棟 を南北に並列 して一体化 した大規模

な建物に造替する。正殿の東西には南北に長い脇殿が想定でき、全体 としていわ

ゆるコの字型の配置を とるのであろう。 なお、 8B3009。 SB3010の よ うに建物

の中軸が坪の中軸線と若干ずれることは、左京五条二坊十四坪の 2時期の遺構配

置にあり、また年代は降るが平安京右京一条三坊九町にも例を見い出す。
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左京五条二坊一坪の調査 第156-27次

本調査は住宅建設に伴 う事前調査 として実施 した。調査地は大安寺町の国道 24

号線バイパス沿い東側の荒地で、平城京左京五条二坊一坪の中央南端に位置する。

当該坪は西を東一坊大路、北を四条大路、東と南を坪境小路で区画されるが、調

査地の周囲の水田地割には、それ らの条坊痕跡が明瞭な形で遺存する。調査は敷

地の中央に東西20m、 南北15mの調査区を設定 し、一・ 三坪の坪境小路の検出を

目的に調査区を南方に延長 し、また西方にも拡張区を設け、全体で480だの調査

を行った。調査区の層序は、水田耕土・ 床上の直下に地山の黄褐色粘質上があり、

奈良時代の遺物包含層ならびに遺構面は後世に大きく削平 されているものと考え

られる。調査の結果、掘立柱建物 3棟、掘立柱塀 1条、土壊 3基、溝 5条 などを

検出したが、これらの遺構はA～ Dの 4時期に区分される。

A期  調査区西端で検出 した 3条 の斜行溝 (SD01～ 03)は、 ともに北で東に大

きく振れ、条坊や条里地割の規制をうけない。出土遺物は皆無であったが、奈良

時代の遺構との重複関係や埋上の状況か ら、古墳時代以前の溝 と考え られる。

B期  調査区の北壁下で検出 した掘立柱建物 SB04・ SB05が 該期に属す る。SB04

は東西棟の南側柱とみ られ、 8尺等間の 4間 分の柱穴を検出した。建物方位は北

で西へわずかに振れ、 0.8× 0.6mの 方形掘形 を もつ。柱穴の掘形埋土か ら奈良

時代前半期の上器が出土。 SB05は 後述する近世の池によって大半を破壊 され、

一辺 lmの方形掘形を 2個検出 したにとどまる。柱間は20尺 を測るところか ら、

10尺等間の南北棟の東西狽1住 の一部とみ られるが、南妻は池の南には延びずに池

の中でおさまる。SB04と は4.5m(15尺 )離れ、柱筋をそろえる。

C期  掘立柱建物 SB06、 溝SD08・ SD09、 土壊 SK10～ 13が あ る。SB06は 5間 ×

2間の北廂付南北棟で、柱間は身舎 。廂 ともに 8尺等間。一辺 0。7m前 後の方形

掘形をもち、一部に径0.2mの 柱痕跡が残る。建物方位は北で東に 2° 2ざ
′
振れる。

SD08b・ SD09は SB06と 近似 した振れ を もつ 南 北 溝。 幅 2.7m、 深 さ 0。 2～ 0.4

mの浅い溝である。上部削平前は一連の溝であった可能性が高い。埋土上部に奈
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良時代後半の土器が投棄されている。 この溝は新旧 2時期にわたって掘 られてお

り、 SD08 bの 東にSD08 aの 埋上が残 る。 SK10～ 13は 浅 く不 整形 な土城。一

部重複するものの埋土は近似 し、奈良時代後半の上器を多量に出土する。

D期  調査区の中央で検出 したSG14は 、東西 13m、 南北 12m、 深 さ1.Omの 近

世の池である。埋土から桟瓦・ 陶磁器が出土。 池の北側西端に受水□、 南側に

排水国がある。また池の周囲には同時期の上壊SK15～ 22が掘 られる。

以上、今回検出した奈良時代の遺構は、後世に一部を破壊されて おり、 また密

度が稀薄で、未掘地の北方 もしくは西方に中心があるものと思われる。一 。二坪

の坪境小路 も調査地域外にあり検出できなかったが、坪の東西中軸線上で南北溝

SD08・ SD09を 検出したことにより、 1/4町 に区画された宅地の存在が想定できよう。
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X=-147J90.0

B
SK19

g
SK22 cl

Cl

|

Y=-17,980,0

第21図 左京五条二坊一坪発掘遺構図
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6 左 京 (外京 )五 条五坊九坪 の調査  第156-33次

本調査は、病院建設に伴 う事前調査である。調査地は平城京左京 (外京)五条

五坊九坪の西南部にあたる。調査面積は約350r。 今回の調査地の西南に位置す

る七坪と十坪では、昭和55年 に奈良市教育委員会によって調査が行われ、坪境小

路や掘立柱建物・ 井戸など多数の遺構が検出されている (『平城京左京 (外 京 )

五条五坊七・ 十坪発掘調査概要報告』 奈良市教育委員会 昭和57年 )。

調査地の層序は、盛上、灰黒色土 (耕 土 )、 暗灰褐色土 (床 土 )、 灰褐色土、

黄灰褐色粘質土 (地 山)の順である。遺構は地山面で検出 し、掘立柱建物 6棟、

掘立柱塀 2条、東西溝 1条がある。その他耕作溝と思われる素掘りの小溝がある。

掘立柱建物は、柱掘形の一辺が30～ 40 cmと 小形で、 いずれ も方位が振れている。

方 眼方位 よ り東へ約 7° 振れ るSB3545・ SB3550。 SB3565、 東へ 約 16° 振 れ る

8B3556、 西へ約 3°振れるSB3540、 西へ

約8°振れるSB3560の 4群に分けられる。

東西塀 SA3551は SB3550と 、 南北塀 SA

3557は SB3540と それぞれ柱筋がほぼ揃い

同時期と考えられる。東西溝SD3555は 底

部をかろうじて残すのみ。幅 1.Om、 深さ

0.lm。 遺物は少な く、灰褐色土やSD35

55の埋土から奈良時代の上器・ 瓦が出上し

た。耕作溝からも、奈良時代と思われる土師

器片が少量出上した。また灰褐色土からは古

墳時代の須恵器片や円筒埴輪片も出土した。

今回はまとまった遺構の検出には至らな

かったが、七坪・十坪と良く似た状況を呈

しており、外京南辺における宅地の様相を

うかんゞうことができる。

|

0          5m

第22図 左京 (外京)五条五坊九坪発掘遺構図
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7 左京九 条一 坊三・ 六坪 の調査  第156-2次

左京九条一坊の一帯は現在工場団地となっており、本調査は工場の建替えに伴

う事前調査である。調査地が三坪 と六坪にまたがるため、坪境小路の位置確認を

目的として東西44m、 南北 6mの調査区を設定 した。調査地の上層は、工場用地

造成の盛土が約1.3m、 その下に旧耕作土・ 黄褐色砂質土・ 灰色粘土層約 80 cmで

遺構面に達する。奈良時代の主な遺構は南北小路及びその東西両側溝、築地塀、

井戸 1基、掘立柱建物数棟、塀などで、近世の井戸 3基、土城、溝が重複する。

坪境小路は側溝心々幅で7.Om、 路肩幅 4。 8m。 西側溝は幅2.6m、 深さ32 cm

で西半部は浅い。東側溝は幅2.4m、 深さ26 cm、 両岸部で浅 くなっている。東側

溝西岸に柱根を残す掘立柱は橋脚で、それに対応する橋脚が調査区北側の未掘地

にかかるものと思われる。

三坪の宅地と南北小路の境界は築地塀で区画される。築地塀の本体は削平 され

て残らず、築地塀築成のための添柱跡 1間 分がある。添柱の桁行2.5m・ 果行 2.

6mであるから、築地塀基底幅は 8尺 に推定できる。築地塀の西約1.5mに 平行

する雨落溝は幅70 cm・ 深 さ30 cm。 井戸は直径2.5m程 の円形掘形をもつ深さ約 2.

5m、 縦板組の方形井戸で、板厚約 6 cm、 幅60 cmと 30 cmの 2枚 を太柄で合わせて

一組とし、内側に横桟 2段 に組んだ簡単な構造をもつ。六坪の宅地には区画のた

めの塀がなく、小路側溝際まで建物が近接 し、三坪の宅地 と様相を異にする。

なお、九条での朱雀大路は西側溝を検出 しており、朱雀大路中軸線を求めて小

路中軸線 との距離を測ると約 139。 3m=470尺 であるも朱雀大路の築地塀間隔を

遺存地割か ら300尺 に仮定す ると、 この塀か ら小路心 までの距離は470-150=

320尺 となり、三坪の敷地の東西幅は30丈 として定められたと推定 され る。

第23図 左京九条一坊三・六坪発掘遺構図
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8 右京二条三坊十二坪の調査 第 156-10次

本調査は住宅建設に先立つ事前調査である。調査地は平城京右京二条三坊十二

坪の南半にあたり、発掘面積は約1340だ であった。

調査地の層序は、上か ら盛土、耕上、茶褐色土 (床 土 )、 黄白色粘土 (地 山)の

順で、遺構はすべて地山面で検出した。主な遺構は掘立柱建物 15棟、掘立柱塀 1

条、井戸 2基、土媛 3基 などである。なお遺構は後世の水田造成などによってい

ちぢるしい削平をうけているため、残 りは良 くない。たとえば柱掘形は検出時の

深さが 5 cm程度のものが多 くみ られる。全体に遺構が稀薄な一因を、 ここに求め

られるかもしれない。 したがって建物配置を考える上で不確定要素が多いため、

切 り合い関係をまず記しておこう。

掘 立 柱 建 物 8B1230→ SB1228→ SB1225→ 井 戸 SE1227、 掘 立 柱 塀 SA1233

→ 掘 立 柱 建 物 SB1229→ SB1231、 掘 立 柱 建 物 SB1230・ SB1236・ SB1237→

井戸SE1235で あった。

A期  平面形が長方 形 の上壊 SK1224・ SK1234・ SK1241が あ る。 深 さはいず

-201010

第24図 右京二条三坊十二坪発掘遺構図
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れも0.lm程度で、長辺の方向はまちまちである。

B期  掘立柱建物 SB1221・ 1222・ 1223・ 1226・ 1232・ 1237・ 1238、 掘立 柱塀 S

A1233が 建つ。 SB1221は 南北棟建物で桁行 2間 (8尺 )、 梁行 2間 (6尺 )、 SB

1222は 南北 3間、東西 2間以上の総柱建物で柱間はいずれ も 5尺等間、 SB1223

は西廂をそなえた南北棟建物で 6尺等間である。 乙の 3棟の建物が南北にならび

建つ。 SB1226は 東西棟建物で桁行 3間 (7尺 )、 梁行 は 2間 (7尺 )か 。 さらに

二条大路に近 く東西棟建物SB1232、 桁行 3間 (5尺 )、 梁行 2間 (6尺 )が ある。

掘立柱の東西塀 SA1233で 仕切 られた北にSB1237・ S B 1238が 建つ。同規模 の

東西棟建物で、ともに桁行 2間 (7尺 )、 梁行 2間 (6尺 )で ある。

C期  掘 立 柱建 物 SB1230。 SB1236・ SB1239が あ る。 SB1230は 南北 棟 建 物

で、桁行 3間、異行 2間 の 6尺等間、 SB1236は 東西棟建物で、桁行 5間 、果行

2間 の 7尺等間である。 SB1239イよ東に10尺 の広廂をとりつけた南北棟建物で、

身舎は桁行 3間 (6尺 )、 梁行 2間 (5.5尺 )で ある。

D期  掘 立 柱 建 物 SB1228・ SB1229・ SB1240が 建 つ 。 SB1228・ SB1229は

同規模の東西棟建物で、桁行 3間 (9尺 )、 梁行 2間 (8尺 )で ある。約 5.lm

(約 17尺 )隔 てて、東西にならび建つ。SB1240は 東西 4間 、南北 1間 以上、お

そらく東西に廂をもつ南北棟建物で、桁行 10尺、身舎異行 7尺 2間、東廂 7尺、

西廂 8尺 となると思われる。

E期  掘 立 柱建 物 SB1225。 SB1231、 井 戸 SE1235を 設 け る。 SB1225は 南 北

棟建物で、桁行 4間 (8尺 )、 果行 2間 (7尺 )。 SB1231は 東西棟建物で、桁行 4

間 (8尺 )、 梁行は 2間 (7尺 )か。井戸SE1235は 井戸枠 を抜 きとっている。深

さ約 1.4m。

F期  井戸SE1227を つ くる。井戸枠は抜き去 られており、埋土に多量の炭をおゝ

くんでいた。深 さ約 1.3m。

各期の年代は、出土遺物などか ら、 A期 を古墳時代、 B～ F期 を奈良時代にあ

てることができる。

遺物の総量はきわめて少な く、わずかに上師器、須意器をみた程度である。
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右京三条三坊四・ 五・ 六坪の調査  第162次

マ ンション建設に伴 う事

前調査。調査地は「垂仁天

皇陵」古墳の北方約 110m

にあたる。平城京の条坊で

は右京三条三坊の四・ 五・

六坪にわたり、四・ 五坪、

五・ 六坪間の坪境小路およ

び各坪内の遺構検出を目的

とした。地形的には生駒丘

陵か ら舌状にのびる微高地

の東端部にあたり、南西が

高 く、北と東へ傾斜する。

検出 した遺構は奈良時代か

ら鎌倉時代の もので、掘立

柱建物 10棟、塀10条 、井戸

3基、溝 5条 などがある。

西 区 SF1250は 五・ 六 坪

の坪境小路で、南・ 北両側

溝 に あ た る SD1252・ SD

1251は 幅 1.5～ 2.Omの 素

掘溝。側溝間心々距離は約

10mで ある。建物の うち南

廂付東 西棟 SB1261(身 舎

4間 ×2間 )が最も大きく、

他 の SB1266・ SB1272等

「
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第25図 右京三条三坊五・六坪 (西区)発掘遺構図
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いずれも小規模な建物である。

井戸SE1270は 方形掘形内四隅に角柱を立て、枠板を落 しこんだ丁寧な作 りの

もので、枠内出土遺物か ら奈良時代末期に廃絶 したことが知 られた。 SX1271は

円形掘形内に須恵器大甕を据えたものである。

中央区 中央で検出 した南廂付東西棟SB1291が 主屋となろ う。身舎 4間 × 2間

で中央に間仕切柱がある。西南にあるSB1287は 3間 × 2間 の南北棟で、北妻柱

筋がSB1291の入側柱筋と揃い、方位 も

一致するため脇屋とみる。すぐ南に東西

塀SA1290が ある。重複す る東西棟SB

1289は切り合いで古い。東南隅で検出し

た南北棟SB1294は平安時代に下る。発

掘区西端のSD1275は 四・ 五坪境小路東

側溝であろうか。

東区 中央部を幅約20mの 南北溝SD

1300が縦貫する。無遺物のため年代は決

め難い。

出土遺物 SD1252、 SE1270お よび西

区北半の整地上層を中心に多量の遺物が

出土した。軒丸瓦 6(6279A・ 631l F・

6314A型式各 1、 6316型式 2、 不明 1)、

帯金具 (巡方)2、 木製柄杓のほか大部

分は土器類である。SD1252お よびその

南方に拡がる整地土層から出上した土器

類の大半は奈良時代後半期のもので、遺

構群の中で奈良時代前半期に遡るものは

少ないと思われる。SD1252か ら墨書土

器「厨」が出土している。
|

第26図 右京三条三坊四・五坪 (中央区)発掘遺構図
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10 右京八条一坊十四坪の調査 第156-32次

大和郡山市九条町132番 地ほかで行 った大和郡山市塵芥焼却場建設に伴 う事前

調査である。調査期間は昭和60年 2月 20日 か ら 3月 2日 まで、発掘面積は324ポ

である。

調査区の基本的な土層は上か ら水田耕土、

の下が奈良時代の遺構検出面 となる。

検出した主な遺構には井戸 1基、掘立柱

建物10棟、溝 3条、土壊多数がある。

井戸 S E05は一辺60cmの方形縦板組、深

さ 2mあ る。建物は柱間1.8m(6尺 )前

後のものが多い。また土壊、溝には焼土や

炭化物を含むものも多 くみ られる。

出土遺物は大部分が土器で、瓦はごく少

量である。井戸からは曲物、折敷、櫛、刀

子、鉄鏃、フイゴ羽口、骨など多様な遺物

が出土 した。土器には漆の付着 したものが

少数含まれる。軒瓦には軒丸瓦6225C型式、

軒平瓦6646B型式がある。

本調査区は平城京右京八条一坊十四坪の

中央北寄りにあたるが、東接地は大和郡山

市教育委員会が調査 しており、漆・ 鍛冶工

房関連の遺構・ 遺物が検出されている。本

調査区も通常の宅地遺跡とは様相を異にす

る点 もあり、それと一連の遺跡である可能

性が強い。

床上、中世遺物包含層 とつづき、そ

A

|       |       |

―

m

第27図 右京八条一坊十四坪発掘遺構図
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Ⅲ 平城京内寺院の調査

薬師寺回廊の調査

薬師寺は、金堂・ 西塔 。中門の再建に引続いて、中門の両側に取付 く南面回廊

を再建する計画を持っている。南面回廊の設計に先立って、基壇規模・ 柱間など

の資料を得るために南面回廊跡 と、 さらに回廊が藍伽中軸線に対 して方位が振れ

ているかどうかを知るために回廊東北隅・ 回廊西南隅の計 3カ 所で発掘調査を行っ

た。発掘調査は昭和60年 1月 16日 ～ 4月 27日 に実施 し、発掘調査面積は東南隅区

700ポ、東北隅区 150だ、西南隅区 150♂ で あ る。

回廊については、昭和29年度の中門の発掘調査や、その後昭和40年代前半期の

杉山信三氏等による一連の発掘調査がある。その成果によれば、回廊は桁行14尺 、

果行各10尺 の複廊で、回廊の基壇外装は凝灰岩切石であることが知 られる。 さら

に当調査部による昭和57年 度の中門の発掘調査でも、中門東に取付 く複廊を検出

し、これまでの成果を確認 した。 しか し、複廊の桁行柱間については、14尺 の完

数とはならず、12尺 強と考え られ、中

門の取付き部分で柱間を調整 している

と考えられた。

今回の回廊の発掘調査では、まず想

定通 り複廊の柱位置や基壇外装を検出

した。 この成果に加えて、注目される

のは、複廊に先行する単廊の柱位置を

示す礎石跡を検出したことである。ま

た、回廊内の水を排水する暗渠施設を

検出したこと、天禄に罹災 し復興され

た複廊のその後の再建回廊と考え られ

る礎石および礎石跡を検出 したことな第28図 薬師寺回廊発掘調査位置図
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ども成果にあげられよう。

遺  構

まず、各発掘区で検出した主な遺構を報告する。

東南隅区 東院堂の西南部は、昭和30年代後半まで存続していた近世の池のため、

基壇南辺は大きく破壊されている。遺構検出面より上層は細砂層が厚 く堆積 し、

何度も水が流れて冠水 したことを示す。

検出した遺構は単廊及び複廊の礎石据付穴・ 礎石抜取穴、複廊基壇、近世の給

水施設などがある。遺構面の層位 と、単廊の礎石抜取穴を複廊の礎石抜取穴が切

ることから単廊の礎石抜取穴が先行することがわかる。南側のうち中門に近い部

分や東面回廊の両側では凝灰岩基壇外装を検出 した。

単廊の礎石抜取穴は径0.8～ lmの 円形の穴で、礎石据付穴 と重複 している。

礎石据付穴の底部はわずかに認められた。単廊の礎石抜取穴の埋土 と単廊基壇か

ら複廊基壇への拡幅部の基壇土は同一 と認め られ、単廊の礎石抜取と基壇拡幅の

工事が同時に進行 していることをうかがわせる。基壇を梁行方向に断割 り、断面

上層を観察すると、単廊の基壇は地山をいったん削って、ほぼ水平にな らし、そ

の上に、基壇土を積み上げていることがわかった。 この基壇の両端はなだ らかに

下っている。基壇外装を設けた場合基壇外面がほぼ垂直になるので、断面か ら観察

できる単廊基壇は外装工事に至 らなかったと判断できる。中門の東約 15mほ どのと

ころで、地山直上に東西に並ぶ

瓦敷列を3.5m検出した。その東

3.5mの トレンチでも同様の瓦敷

列を検出し、ここまではのびて

いると考えられる。この瓦敷列

の位置は、単廊造成の南端に当

るので基壇築成時の見切 りか、

藍伽造営時の最初の地害1計画に

関連するものであろう。
第29図 東南隅区 (東から)
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複廊の礎石抜取穴は 2時期あり、上層は30～ 40cmの 円形穴、下層は長さ lm、

幅60～ 70cmの長円形であり、これに礎石据付穴が重複 している。据付穴は1.5mの

隅丸方形である。この礎石抜取穴を断割 って観察 したところ、穴の底部には瓦を

敷いている。東南隅区の南中央部では、中世の瓦溜が基壇上面を破壊 していて、

単廊・ 複廊の礎石抜取穴などを検出できなかった。

基壇外装の遺存状態の良好なところを観察すると、長さ80cmほ どの長方形断面

の上に、凝灰岩の崩れた塊がある。長方形断面の石は羽目石、塊の石は葛石と考

えられる。羽目石がのこって地覆石が失なわれる乙とは考え られず、基壇外装は

地覆石を用いず羽目石を立ち上げて葛石を置いたものであろう。羽目石はどの石

もほぼ一様に外側上の隅が欠損 している。羽目石は復原すると縦45cm・ 横20cmほ

どの長方形断面である。葛石は砕けていて当初の位置、大きさを知ることはでき

ない。 東南隅区では複廊礎石位置の中間に小掘立柱穴 6カ 所を検出 した。 いず

れも30cm前後の小さい穴である。複廊を建設する際の足場穴と考えられる。

東塔の南辺付近では回廊基壇上面に凝灰石切石 2カ 所を検出 している。棟通 り

にあたる位置のものは、下の地覆石と考えられる。また東にある約方 lmに わたっ

て広がる凝灰岩は、上面がほぼ水平に残 り、 目地が認め られるので、複廊の床面

は凝灰岩切石で舗装されていたと考え られる。東面回廊の東西両側の雨落溝は、

基壇外装を内側縁石とし、外側を玉石列 とする。薬師寺における既発掘調査の所

見から、当初は外側縁石 も凝灰石であったと推定 されるので、玉石列は後補であ

ろう。中門東脇は基壇面が高 く残るので、中門基壇に向って回廊基壇が高 くなっ

ていたと考えられる。

当初の複廊の桁行の柱筋に揃えて、各柱位置のほぼ中間の位置に、礎石及び礎

E64
|

囲 単廊盛土  □ 単廊礎石抜取穴

第30図  N9ラ イン基壇土層図
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石抜取穴を検出した。柱間寸法は約 4m、 4間分である。 この遺構は再々建回廊

か、あるいは奈良時代の複廊礎石をも利用 した桁行柱間寸法の狭い建物か もしれ

ない。 後述する西南隅区で検出 した暗渠と対応する位置に、東南隅で も近世ま

で流れていた幅80cmの水路がある。当初は暗渠があり、その位置に近世まで水路

が生きていたと考えられる。

複廊の抜取穴は 2時期認め られて、上層では17世 紀初頭の時期の上器片を含む

ので、 2回 目に礎石を抜取ったのは17世 紀初頭であろう。

東北隅区 東北隅の発掘区は、昭和43年 に杉山信三氏によって発掘調査が行われ、

その際基壇外装、複廊の礎石抜取穴 4カ 所を検出 している。東北隅区は、全体に

削平されていて遺構ののこりが悪いが、今回の発掘調査では単廊・ 複廊の礎石抜

取穴や基壇拡幅の痕跡などを検出した。複廊抜取穴の一部は深さ 5cmほ どと極め

て浅 く、入隅部では抜取穴を検出できなかった。東北隅区で検出した凝灰岩基壇

外装は長さ60cmの凝灰岩で、この石の下に玉石を根石として並べている。 この基

壇外装は、東南隅区にのこる当初の基壇外装に比較 し観察す ると、当初の羽目石

を横にして再利用 していると判断できるので、当初の基壇外装が荒廃 したために

修復 していると推定できる。基壇の東外側では瓦堆積を幅50cmで 検出 した。 複

廊の基壇入隅の内側に接する位置には、 L字 型の溝があり、溝埋土には瓦を多 く

含んでいた。この溝は後世の回廊に伴 う溝と思われるが、性格は不明である。東

北隅区でも単廊用に造成 した基壇の両側に拡幅 して版築を行い、複廊基壇を造成

していることを確認 した。

西南隅EXI この発掘区の南辺、西辺には後世の池・ 溝があり、基壇の南と西の基

壇外装を破壊 していることが判明 した。 しか し、回廊基壇は遺存 していて、単廊

礎石抜取穴、複廊礎石抜取穴、複廊建設の足場穴、暗渠排水路などを検出 した。

第31図  E27ラ イン基壇上層図
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単廊の柱位置のうち西面回廊の西側柱通りの礎石抜取穴は検出できなかったが、

東側柱通 りを検出しているので、西側の礎石抜取穴は削平 されて しまったと考え

られる。

複廊の礎石抜取穴は南の池で破壊された 1カ 所を除いて想定できる位置すべて

で検出した。この礎石抜取穴を断割って観察 したところ、穴の底部には瓦を敷い

ている。複廊の礎石位置のちょうど中間に、約30cmの 方形の小掘立柱穴を検出 し

た。複廊を建設する足場穴と考えられる。南面棟通 り西端には凝灰岩切石の地覆

石があるが、削平されていて石の底が 2～ 3 cmほ どしかの こっていない。複廊基

壇はここでも単廊用に築造 した基壇を拡幅 している。西南隅入隅の角に回廊を横

切る幅 lmほ どの南北溝があり、溝の内側には凝灰岩片や粉状の凝灰岩が散在 し

ていた。この溝はもと凝灰岩石組暗渠であり、凝灰岩を抜き取 っていると考えら

れる。溝埋土から出土 した遺物の年代か ら、 この溝は11世紀まで存続 していた。

西南隅入隅の角に、幅 lmの 東西溝がある。瓦製土管を使用 した暗渠施設で、

12世紀頃に掘削 し据えている。この頃には、西面回廊が存在 していたのであろう。

ま と め

三発掘区での成果をまとめて回廊の遺構についての所見を整理する。

単廊 金堂の発掘調査成果に基づいて単位尺 0.297mと すると、単廊の遺構は桁行
12.5尺、梁行 12.5尺 である。中門桁行 5間 として、単廊の中門取付部は 2間 が

15.5尺 をニツ割するか、取付部 1間が 3尺 ほどととくに狭 くなるのか もしれない。

単廊南面回廊は取付部 1間 と隅部を除いて柱間数 12間 である。東南隅区 。東北隅

区での柱位置を計測 して割付けると、隅部を除いて柱間数28間 となる。単廊の基

壇盛土は、縁がゆるく傾斜 して下 っていることか ら基壇外装までは完成 していな

かった。また単廊礎石は一つ も残 ってお らず、抜き取 られている。

複廊 複廊は単位尺 0。 299cmと した桁行 13.5尺 と考えるのが遺構によ く一致する。
ただし、中門に取付 く東 2間 は12.5尺である。複廊基壇は、単廊の基壇を伽藍外

側に約 1.5m、 内側に約 2mと 両側に拡幅 している。複廊の南面回廊・ 北面回廊は

単廊の棟通り位置を変えずに建設 している。
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基壇幅は基壇外装外面で計ると、東面回廊では約 10.3mあ り、中門東の南面回廊

では約9.80mで やや狭い。基壇幅を34尺 とすれば梁行 2間 10尺 であるか ら基壇の

出は 7尺 となる。東面回廊は南北中軸線に対 して北で東へ 0° 19カ 49″ 振れ、南面回

廊は東で北へ 0° 28′ 39〃振れる。複廊は、その礎石を 2回 抜き取 ってお り、据える

時の掘形と抜取穴がある。上層の抜取穴の埋土は汚れており、中世末か ら近世初

期の上器片の出上が見られるところか ら、 17世 紀初頭まで複廊礎石が据え られて

いたと考えられる。

遺  物

大量の瓦や、その他に塑像・ 金属製品が出上 した。塑像は頭部破片が出土 して

いる。出土地点は近世の溝であるが、東塔の南に位置する発掘区か らの出土であ

り、火を受けておらず、本来東塔にあったものと考え られる。多量の瓦には奈良

時代から中世までの軒瓦を多様に含んでいる。創建時の軒瓦の組合わせ、軒平瓦

6276型 A種、軒丸瓦6641型 G種・ H種の出土量は、 これまでの薬師寺での発掘調

査と比較 して少 くない。 この軒瓦は、東南隅区の複廊の礎石据付掘形や単廊基壇

南端の瓦敷列から出上しており、注目される。 東北隅区では、瓦堆積か ら、上記の62

76型式A種・ 6641型式 G種や6304型式 E種があり、 乙れに巴文様のある丸瓦が混

在して出土 している。また、東南隅区中央の瓦溜か らは、中世の瓦が多量に出土

した。

回廊の造営と変遷

薬師寺回廊が当初は単廊で計画されたとすると、藤原京にある本薬師寺回廊は

単廊であったと考えられる。そ して平城京薬師寺は、伽藍中心建物 と同様に、回

廊も藤原京薬師寺を踏襲 して計画されたのである。

単廊が複廊に先行すると、いつ改造 したかが問題となろう。「薬師寺縁起」に

よれば、回廊は天禄 4年に火災に遭い、その後再建 している。単廊の基壇を複廊

の基壇に拡幅した部分には、遺物をほとんど含まず焼土は皆無である。 もし単廊

が罹災していれば、基壇拡幅の上の中に焼土などが混入することが考え られる。

また基壇上面には焼上に存在せず、複廊基壇外側の雨落溝を埋めるように焼土層
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がある。この所見から天禄の火災に道 ったのは複廊であることが分かる。単廊が完

成 していて、その後天禄年間までの間に単廊か ら複廊に建替えたとすると、それ

は大仕事であり、こうした変更は、回廊の火災とか倒壊などを契機にしなければ

考えられないが、そのような罹災の記録はない。 とすれば単廊を複廊に建替える

契機が見当らず、単廊が完成 したかどうかが問題となろう。基壇断面の観察か ら、

単廊基壇は外装に至るまでは工事は進展 していない。また単廊礎石の抜取 りと単

廊基壇から複廊基壇への拡幅作業は同時に進行 している。そこで、単廊基壇の築

成が礎石を据えるほどまで進行 した段階で、計画変更されて複廊に したと考えら

れるb三発掘区とも単廊の遺構を検出しているので、単廊建設の計画は四面に及

んでいた、と判断できる。

複廊・ 東面回廊を、東南隅区 。東北隅区で柱位置を計測 して、 1尺 =0.299cm

で柱間13.5尺で割付けると隅部を除いて25間 となる。東塔東側の既発掘調査とも

矛盾はない。この柱間数は「薬師寺縁起」の東面回廊の柱間数24間 と一致せず、

同縁起の西面回廊の柱間数25間 に一致する。東面回廊を全面発掘 していないので、

東面回廊の柱間数は確定できないが、今回の発掘調査か ら見る限りでは、東面
。

西面ともに25間 と考えた方が妥当であろう。ただ し、東面回廊に門の存在を想定

すれば、西面回廊より柱間数は少なくなることも考えられる。 複廊・ 南面回廊の柱間

数には、 中門取付部 と隅部を除いて各 10間 、 中門の東西両側で 20間 となり、

「薬師寺縁起」の記載と一致する。

天禄の火災以後の再建回廊については、 これまで不明であった。中門東の中世

以降の建物や、西南隅区の12世 紀頃の暗渠施設は、再建回廊を考える一つの手懸

りになる。また、中門と単廊の柱間寸法や取付 きの関係は、今回の発掘調査では

確定せず、今後の課題である。藤原京薬師寺の発掘調査の進展と相倹 って解明が

期待できる。

なお、薬師寺回廊関係史料抄については、 75ペ ー ジを参照されたい。
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元興寺旧境内の調査 第 156-25。 28次

調査地は、元興寺 (極条坊)北 F弓へ通じる小道の入日か ら、東へ 3軒 目 (紀 藤宅 )

と4軒 目 (木村宅)で、東西道路の南側にあたるところである。調査は両者とも

個人住宅の改築に伴い行 ったものである。付近は、元興寺旧境内の伽藍推定復原

か らすると、東の大房に付属 した小子房の存在が推定 され る。両敷地 とも南北

にきわめて細長い土地で、発掘 トレンチも狭長なもの とな り、西区では 1.6m×

11.5m、 東区はそれより1.5m東へ離れて トレンチ南端をほぼ合わせ、 2m× 19m

の発掘区を設けた。奈良時代の遺構面は、現地表か ら北で50cm、 南で80～ 90cm

であったが、その上部はほとんど近世以降の撹乱によるものであった。遺構面

には大小の上装等があるが、奈良時代と確定できるものはない。ただ この遺構面

は、両 トレンチとも、北の東西道路南肩より南へ約 14mの 位置か ら南半は、厚さ

約 lmの 整った版築層からなってお

り、ここより北半では、版築面は徐

々に傾斜 して下り、その上部には若

干瓦片を含んだバラス混 りの黄褐色

の整地土が堆積 していた。 この版築

層は、南北幅 8m以上、東西幅は両

トレンチ合わせ 5m以上を確認 して

いるが、北半の整地層上面ともに、

礎石抜取痕跡や基壇端部等の遺構を

見つけることは出来なかった。なお、

この両遺構面は、北にくらべて南が

約35cm高 いが、既に相当削平をうけ

ていると考えてよい。約 lmの版築

層下は、バラスを含んだ茶褐色砂質

土の地山であった。
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薬師寺回廊関係史料抄

1 薬師寺縁起

一、四面廊一匝  南面廿間、北面十六間、

後依 宣旨周防国造立十三間也、守清元扶、

残別当増祐造立也、但Ⅲ「連子、」避、脇P幣未修補

東面廿四間、西面甘五間、天禄四年二月廿七日夜焼亡 F、 其

又別当平超造立四十三間井講堂東廊十間、合五十余間也、其

但長押所々 打、

2 薬師寺回廊略年表

天延元 (973)。 2・ 27
(天禄 4)

天延元 (973)。 3・ 28

永長元 (1096)・ H・ 24

康安元 (1361)・ 6・ 24

文安 2(1445)。 6・ 2

享禄元 (1528)。 9・ 7

食殿 (十字廊)よ り出火して食堂 。講堂・三面僧坊・回廊・経蔵・鐘楼 。中門。

南大門等焼失、金堂・東西両塔は災を免れる (薬師寺縁起・ 日本紀略 )。

宣詔を下して諸国に薬師寺造営を分担せしむ。回廊は、中門。回廊対間備前国、

汁間備後国、廿二間安芸国、十四間・食堂播磨国が担当す (薬師寺縁起 )。

地震により回廊顛倒す (中右記 )。

地震により金堂・東西両塔破損し、中門・回廊・西院等顛倒す (嘉元記)。

大風により金堂 。南大門・三王門顛倒し、東院堂破損す (大乗院日記目録他)。

金堂 。講堂・中門。西塔・僧坊等兵火によって焼亡 (薬師寺志 )。
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調査次数 調査位置と目的 還 構出検 考備
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156-14
-23

-11

-26
-1

-21
-15
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一
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158

160

平城宮推定大膳職地区

〃 馬寮地区北方

〃 北面大垣

〃 西面大垣
〃 北方遺跡 (宮外 )

平城京左京 (外京)三条
六条十二坪

平城京左京三条三坊三坪

左京
〃
  四条二坊十五坪
(田村第推定地 )

左京

八条一坊三・六坪

〃 左京九条大路
〃 左京 〃

〃 右京北辺四坊
〃 右京一条二坊一坪
〃 右京一条二坊五坪

〃 右京二条二坊八坪
〃 右京五条三坊十二坪

興福寺境内 (西面大垣 )

古代の方形土療 1、 近世の上壊 1

遺構残存せず、地山を確認

近世の上墳 1・ 斜行溝 1

中世の井戸・ ピット

大垣から南 7mで地山の南への落ち
を確認
大垣築土を確認

遺構残存せず、地山を確認

軟弱な砂質土の堆積層、近世埋立て
の池跡か

遺構残存せず、地山を確認

古代の掘立柱建物 5。 土療 2、 中世
以降の掘立柱建物 3・ 柵 7・ 井戸 2
・ 溝 3・ 池 1

佐保川氾濫域の堆積層、近年の撹乱
あり

掘立柱建物 10。 掘立柱塀 5・ 井戸 1
・ 溝土壌等

八条条間路と三・ 六坪坪境小路、 4

時期にわたる掘立柱建物群、中世の

河川等

中世の溝 1・ 土媛 1、 地山を確認
土墳 2・ 柱穴等、古墳時代 。中世の

溝

遺構残存せず、地山を確認
溝数条
柱穴 5、 ほとんど秋篠川流域の粘土
・砂互層の堆積土
旧河川域で粘土・砂互層の堆積土
古代の掘立柱建物 3、 中世の溝2・土
装 1

南北溝 1

古代の土壊から土器・

瓦少量

軒平瓦、土器・瓦少量

奈良時代の土器少量、
中世の瓦

土器・瓦小片のみ

土器多量・瓦少量・銭
貨等、井戸から中世の

の木簡 2。 円座

『奈良女子大学構内遺

跡発掘調査概報 Ⅲ』
(奈良女子大学 )

土器少量

土器・瓦多量、墨書土

器、土馬、軒丸・軒平

瓦、銭貨等

『平城京左京四条二坊

十五坪発掘報告』

土器・瓦多量、墨書土

器、漆紙文書、卒塔婆

等

『平城京左京八条一坊
三・六坪発掘調査報告

書』

土器少量

『市道九条線関係遺跡
発掘調査概報Ⅲ』 (奈

良市教育委員会 )

土器極少量

川跡から瓦・ 羽釜片

土器極少量

土器 瓦
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平城宮第163次調査 大嘗宮東北部 (西から)
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平城宮南面大垣東端地区 (第 155奥)調査で出土した木簡。棒

軸の本回に墨書して、その巻子本の内1容がわかるようにしてある3

軸の画増に墨書がおり.∵学Iビ「孵後国第二益城卓団養乏七年兵

士歴名帳」 (ヵ lウ ド参照)、 他端に,ま「肥後国第二益城軍団養七

年兵士歴名帳」とある。胆後国
'と

置かれた四軍団あう:ちの.第三

益城郡軍既の兵■の名前を書きつ,った文書の神であっ■と  ―

鑓g:二:::三i::1白争与3ξど与と三仔軒9彗号榛
(本文P7～ 9参照)。_    く            、

、このような軸の木国に墨書したものが、同じ溝から神亀5年の
「出蒻目郡苛考山」とぁるものや、推定第一次朝堂院地区東南隅

い 15'次 )調査でも出上している。 _
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